清水春流『桑名百詠』訳注稿　(下) by 二宮 俊博 & 森川 重昭
椙山女学園大学
清水春流『桑名百詠』訳注稿　(下)
著者 二宮 俊博, 森川 重昭
雑誌名 椙山国文学
号 21
ページ 91-129
発行年 1997
URL http://id.nii.ac.jp/1454/00001691/
清水春流 『桑名百詠』訳注稿　耐
清
水
春
流
『
桑
名
百
詠
』
訳
注
稿
　
耐
凡
例
森二
川宮
重俊
昭博
一
、
本
稿
は
、
江
戸
時
代
貞
享
か
ら
元
禄
に
か
け
て
伊
勢
国
桑
名
（
現
、
三
重
県
桑
名
市
）
に
止
住
し
た
尾
張
出
身
の
俳
人
・
儒
者
、
清
水
春
流
（
名
は
仁
。
春
流
は
字
。
自
ら
釣
虚
散
人
と
称
す
）
の
漢
詩
集
『
桑
名
百
詠
詩
章
』
（
以
下
、
『
桑
名
百
詠
』
と
い
う
）
を
翻
刻
し
、
訳
注
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
桑
名
百
詠
は
、
清
水
春
流
の
自
作
の
詩
九
十
八
首
と
、
唐
の
寒
山
の
詩
、
宋
末
元
初
の
実
存
の
詩
各
一
首
の
、
計
百
首
か
ら
成
っ
て
い
る
。
本
稿
に
は
こ
の
う
ち
第
六
十
七
首
か
ら
第
百
首
ま
で
を
収
め
た
。
二
、
底
本
に
つ
い
て
削
　
底
本
に
は
、
近
世
文
学
書
誌
研
究
会
編
『
近
世
文
学
資
料
類
従
　
仮
名
草
子
編
　
㈲
』
（
昭
和
四
八
年
　
勉
誠
社
）
所
収
の
も
の
を
用
い
た
。
圀
　
底
本
の
書
誌
に
関
し
て
は
、
上
掲
書
に
付
さ
れ
て
い
る
岡
本
勝
氏
の
解
説
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
九
一
三
、
翻
刻
に
つ
い
て
図
　
添
仮
名
の
「
ノ
」
を
フ
ン
テ
」
に
、
「
「
」
を
「
コ
ト
」
に
、
「
S
」
を
「
ト
モ
」
に
改
め
、
縦
点
（
－
）
を
省
略
し
た
。
圀
　
明
ら
か
に
句
点
（
O
）
が
欠
落
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
所
に
は
、
句
点
を
補
っ
た
。
四
、
訓
読
と
書
き
下
し
文
に
つ
い
て
巾
　
訓
読
は
原
文
の
読
み
方
に
従
っ
た
。
圀
　
書
き
下
し
文
に
お
い
て
は
、
漢
字
は
正
字
体
を
用
い
、
新
字
体
に
改
め
、
仮
名
づ
か
い
は
旧
に
依
っ
た
。
五
、
語
釈
に
つ
い
て
図
語
釈
の
順
序
は
、
原
文
に
お
け
る
順
序
に
従
っ
た
。
九
二
圀
　
見
出
し
語
は
原
文
の
ま
ま
を
示
し
た
が
、
説
明
文
に
お
い
て
は
す
べ
て
新
字
体
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
漢
籍
よ
り
書
き
下
し
文
の
形
で
引
用
し
た
場
合
な
ど
は
、
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
、
旧
仮
名
づ
か
い
を
用
い
た
。
㈹
　
引
用
文
中
の
原
注
は
〔
　
〕
で
示
し
、
本
稿
の
筆
者
注
は
（
　
）
で
示
し
た
。
岡
　
桑
名
の
地
誌
に
関
す
る
事
項
や
語
句
の
考
証
と
解
釈
は
、
近
藤
杢
編
・
平
岡
潤
校
補
『
桑
名
市
史
　
本
編
・
補
編
』
（
昭
和
三
四
・
三
五
年
　
桑
名
市
教
育
委
員
会
）
を
参
照
し
な
が
ら
、
専
ら
『
久
波
奈
名
所
図
会
』
に
拠
っ
た
。
ま
た
、
桑
名
の
地
誌
に
関
連
し
て
、
伊
藤
重
信
著
『
長
島
町
誌
　
上
・
下
巻
』
（
昭
和
四
九
・
五
三
年
　
長
島
町
教
育
委
員
会
）
、
お
よ
び
『
海
津
町
史
　
通
史
篇
上
・
下
』
（
昭
和
五
八
・
五
九
年
　
海
津
町
）
を
併
せ
て
参
照
し
た
。
『
久
波
奈
名
所
図
会
』
上
中
下
三
巻
は
、
桑
名
城
下
伝
馬
末
町
（
現
、
伝
馬
町
）
に
あ
っ
た
浄
土
真
宗
西
本
願
寺
派
長
円
寺
第
十
一
代
住
職
義
道
が
著
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
桑
名
城
下
の
町
々
、
城
外
桑
名
藩
領
の
村
々
の
現
況
と
歴
史
、
桑
名
城
下
城
外
の
名
所
旧
跡
神
社
仏
閣
の
現
状
と
由
来
な
ど
を
、
城
下
鍋
屋
町
に
住
し
た
画
家
、
工
藤
麟
渓
が
描
く
と
こ
ろ
の
挿
画
・
挿
図
を
数
多
く
用
い
つ
つ
、
精
細
に
か
つ
生
々
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
九
箇
所
に
わ
た
っ
て
桑
名
百
詠
中
の
詩
を
引
用
し
て
お
り
、
ま
さ
に
桑
名
百
詠
を
読
解
・
鑑
賞
す
る
た
め
の
好
個
の
参
考
文
献
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
清水春流 『桑名百詠』訳注稿　困
義
道
の
践
文
に
拠
れ
ば
、
こ
の
書
は
享
和
二
年
土
八
〇
二
）
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
の
刊
記
を
付
し
な
が
ら
、
結
局
上
梓
す
る
に
至
ら
ず
、
版
下
本
と
で
も
い
う
べ
き
写
本
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
た
。
昭
和
三
十
八
年
に
桑
名
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現
在
も
長
円
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
器
孤
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和
五
十
二
年
に
、
久
波
奈
古
典
籍
刊
行
会
に
よ
っ
て
『
影
印
校
注
　
久
波
奈
名
所
図
会
』
三
巻
と
し
て
、
釈
文
を
付
し
た
も
の
が
覆
刻
さ
れ
、
現
在
は
大
変
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
秋
日
晩
景
ニ
シ
テ
　
　
ル
カ
　
　
シ
テ
．
　ニ
　
　
ナ
秋
山
如
レ
　
染
　
映
レ
雲
濃
秋
日
の
晩
景
。
服
底
夕
陽
水
自
春
。
宿
鷺
1
　
鴎
多
二
好
景
　
0
マ
ヽ
　
　テ
ン
テ
　
　
ク
乾
坤
俊
大
　
響
二
清
鐘
一
秋
山
　
染
む
る
が
如
く
に
し
て
　
雲
に
映
じ
て
濃
な
り
　
／
　
眼
底
の
夕
陽
　
水
　
自
ら
春
く
　
／
　
宿
鷺
眠
鴎
　
好
景
多
し
　
／
乾
坤
燈
大
に
し
て
　
清
鐘
響
く
○
秋
山
如
染
　
北
宋
・
王
安
石
の
「
斉
安
駅
に
題
す
」
詩
に
「
日
浄
く
し
て
山
は
染
む
る
が
如
く
、
風
喧
（
縁
）
か
に
し
て
草
薫
ら
ん
と
欲
す
」
と
あ
る
の
は
、
早
春
の
情
景
。
　
○
眼
底
　
眼
下
、
眼
前
。
　
○
夕
陽
水
自
春
　
夕
日
が
水
面
を
き
ら
め
か
し
て
沈
み
ゅ
く
さ
ま
を
い
う
。
訳
注
稿
剛
「
湖
天
夕
」
詩
に
も
「
夕
陽
春
レ
水
暮
帆
前
」
と
あ
る
。
そ
の
語
釈
参
照
。
　
○
宿
鷺
眠
鴎
　
水
辺
で
休
ん
で
い
る
鷺
や
眠
っ
て
い
る
鴎
。
浮
世
を
よ
そ
に
の
ん
び
り
と
生
き
て
い
る
姿
を
象
徴
す
る
。
中
唐
・
皇
甫
松
の
「
浪
淘
沙
」
（
『
聯
珠
詩
格
』
巻
八
）
に
「
宿
鷺
眠
鴎
　
旧
浦
に
非
ず
、
向
来
沙
背
是
れ
江
心
」
と
。
　
○
乾
坤
信
大
　
乾
坤
は
、
天
地
、
世
界
。
南
末
・
謝
畳
山
（
栃
得
）
の
「
周
南
峯
に
和
す
」
詩
（
『
聯
珠
詩
格
』
巻
五
）
に
「
乾
坤
俊
大
な
れ
ど
も
人
の
扶
け
を
要
す
」
と
あ
り
、
増
注
に
「
信
は
、
極
な
り
、
皆
な
り
」
と
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
濃
・
春
・
鐘
（
上
平
二
冬
）
秋
の
山
は
染
め
あ
げ
た
ご
と
く
紅
葉
し
て
雲
に
く
っ
き
り
と
映
え
、
眼
前
の
夕
陽
は
水
面
を
光
き
ら
め
か
し
て
沈
み
ゆ
こ
う
と
し
て
い
る
。
九
三
の
ん
び
り
と
羽
を
休
め
て
鐘
の
音
が
響
い
て
来
る
。
カ
シ
ケ
　
　
　
　
ル
色
庫
形
枯
色
庫
形
枯
上
レ
い
る
鷺
や
眠
っ
て
い
る
鴎
の
姿
な
ど
す
ば
ら
し
九
四
い
光
景
が
広
が
っ
て
お
り
、
天
地
は
ひ
ろ
び
ろ
と
し
て
澄
ん
だ
瀬
船
。
腐
儒
身
世
有
レ
誰
怜
・。
蝸
廬
草
舎
貧
如
レ
洗
。
温
羨
幽
人
件
レ
鶴
眠
ル
コ
ト
ヲ
色
庫
げ
形
枯
る
色
庫
げ
形
枯
れ
て
　
瀬
を
上
る
船
の
ご
と
し
　
／
　
腐
儒
の
身
世
　
誰
有
っ
て
か
怜
ま
ん
　
／
　
蝸
廬
草
舎
　
貧
洗
ふ
が
如
し
　
／
遥
か
に
羨
む
　
幽
人
の
鶴
に
伴
っ
て
眠
る
こ
と
を
○
色
庫
形
枯
　
顔
色
や
つ
れ
身
体
が
痩
せ
こ
け
る
。
北
宋
・
蘇
戟
の
「
是
の
日
偶
た
ま
野
人
汪
氏
の
居
に
至
る
」
云
々
と
題
す
る
詩
に
「
色
庫
げ
形
枯
る
る
は
応
に
屈
を
笑
ふ
べ
し
」
と
あ
る
。
屈
は
、
屈
原
の
こ
と
。
そ
の
作
と
さ
れ
た
（
現
在
で
は
、
後
人
の
作
と
み
な
さ
れ
て
い
る
）
「
漁
父
の
辞
」
に
「
顔
色
樵
悴
し
形
容
枯
稿
す
」
と
い
う
の
を
踏
ま
え
た
表
現
。
　
○
上
瀬
船
　
早
瀬
を
上
る
曳
船
。
杜
甫
の
「
十
二
月
一
日
」
詩
三
首
其
一
に
「
一
声
何
れ
の
処
ぞ
書
を
送
る
雁
、
百
丈
誰
が
家
の
瀬
を
上
る
船
」
、
蘇
戟
の
「
退
圃
を
詠
ず
」
詩
（
『
聯
珠
詩
格
』
巻
十
三
）
に
「
百
丈
索
言
く
を
休
（
や
）
め
よ
瀬
を
上
る
船
」
と
。
　
○
腐
儒
　
役
に
立
た
ぬ
く
さ
れ
儒
者
。
例
え
ば
、
杜
甫
の
「
江
漢
」
詩
に
「
江
漢
帰
る
を
思
ふ
客
、
乾
坤
一
腐
儒
」
と
。
　
○
身
世
　
身
の
上
、
一
生
。
　
○
蝸
廬
　
か
た
つ
む
り
の
殻
の
よ
う
な
小
さ
な
家
。
訳
注
稿
田
「
田
家
楽
」
詩
の
語
釈
参
照
。
　
○
幽
人
　
ひ
っ
そ
り
と
世
を
避
け
て
隠
れ
住
む
人
。
訳
注
稿
川
「
和
二
雪
夜
一
韻
」
詩
の
語
釈
参
照
。
　
○
件
鶴
1
　
　
周
小
渓
の
「
戯
れ
に
椿
裳
を
謝
す
」
詩
（
『
聯
珠
詩
格
』
巻
十
五
）
に
「
只
だ
合
に
松
窓
鶴
に
伴
っ
て
眠
る
べ
し
」
と
。
鶴
ｕ
、
仙
人
・
隠
者
の
友
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
船
・
怜
・
」
　（
下
平
一
先
）
顔
色
く
ろ
ず
み
身
体
は
痩
せ
こ
け
、
さ
な
が
ら
喘
ぎ
つ
つ
早
瀬
を
上
る
曳
船
の
よ
う
。
腐
れ
儒
者
の
身
の
上
な
ん
ぞ
い
っ
た
い
誰
が
憐
れ
清水春流 『桑名百詠』訳注稿　耐
ん
で
く
れ
よ
う
か
。
蝸
牛
の
殻
の
よ
う
な
ち
っ
ぼ
け
な
草
庵
で
す
っ
か
ら
か
ん
の
貧
乏
暮
し
。
遠
く
か
ら
羨
ん
で
い
る
、
真
の
隠
者
が
鶴
と
一
緒
に
眠
っ
て
い
る
の
を
。
九
月
黄
菊
花
開
白
露
鮮
。
九
月
シ
テ
　
　
　
　
ヲ
　
ヲ
ツ
　
　
　
　
　
ニ
風
鳴
二
木
葉
一
腕
二
庭
前
一
。
韓
シ
テ
レ
ヲ
　
　
ハ
眸
罷
レ
黄
菊
花
開
い
て
　
白
露
鮮
な
り
　
／
　
風
　
本
葉
を
鳴
ら
し
て
釣
ヲ
シ
ハ
ラ
ク
ア
ツ
テ
少
焉
月
。
便
是
江
村
九
月
天
庭
前
に
脱
っ
　
／
眸
を
転
じ
て
釣
を
罷
む
れ
ば
し
ば
ら
く
少
焉
あ
っ
て
月
　
／
　
便
ち
是
れ
江
村
　
九
月
の
天
　
　
　
　
。
○
白
露
　
き
ら
き
ら
光
る
露
。
『
礼
記
』
月
令
に
「
孟
秋
の
月
、
（
中
略
）
涼
風
至
り
、
白
露
降
る
」
と
。
　
○
木
葉
　
『
文
選
』
巻
十
三
、
謝
荘
の
「
月
の
賦
」
に
（
洞
庭
始
め
て
波
だ
ち
、
木
葉
微
丹
。）
く
脱
つ
」
、
蘇
戟
の
「
後
赤
壁
の
賦
」
（
『
古
文
真
宝
』
後
集
）
に
「
霜
露
既
に
降
り
、
木
葉
尽
く
脱
つ
」
と
。
○
少
焉
月
　
蘇
戟
の
「
赤
壁
の
賦
」
（
『
古
文
真
宝
』
後
集
）
に
「
少
焉
（
特
）
あ
っ
て
月
　
東
山
の
上
よ
り
出
て
斗
牛
の
間
に
徘
徊
す
」
と
。
　
○
便
是
云
々
北
宋
・
黄
山
谷
（
庭
堅
）
の
「
二
月
」
詩
（
『
聯
珠
詩
格
』
巻
十
三
）
の
結
句
に
「
便
ち
是
れ
江
南
二
月
天
」
と
あ
る
の
が
意
識
に
あ
ろ
う
。
但
し
、
山
谷
集
で
は
、
外
集
補
巻
三
に
「
化
を
観
る
」
十
五
首
其
十
一
と
し
て
収
め
る
。
便
是
は
、
即
是
と
同
じ
で
口
語
的
表
現
。
～
に
他
な
ら
な
い
。
　
○
江
村
　
川
沿
い
の
村
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
鮮
・
前
・
天
（
下
平
一
先
）
黄
菊
花
開
き
白
露
き
ら
ら
か
な
こ
の
季
節
、
風
が
本
の
葉
を
鳴
ら
し
て
庭
忙
吹
き
お
と
す
。
釣
を
や
め
眸
を
転
じ
て
み
れ
ば
、
し
ば
ら
く
し
て
月
が
出
た
。
こ
れ
ぞ
ま
さ
に
川
沿
い
の
村
な
ら
で
は
の
九
月
の
す
ば
ら
し
い
景
色
。
九
五
ぶ
　
／
　
夜
は
寡
欲
億
賓
莫
レ
道
　
一
生
不
レ
遇
レ
時
。
有
レ
衣
有
レ
食
静
吟
レ
詩
。
養
心
寡
欲
是
億
賓
。
三
聖
如
同
何
　
又
疑
九
六
寡
欲
真
宝
道
ふ
こ
と
莫
か
れ
　
一
生
　
時
に
遇
は
ず
と
　
／
　
衣
有
り
食
有
り
　
静
か
に
詩
を
吟
ず
　
／
　
養
心
寡
欲
　
是
れ
真
宝
　
／
　
三
聖
ど
う
同
に
よ
口
口
石
メ
何
を
か
又
疑
は
ん
○
寡
欲
　
欲
望
を
少
く
す
る
こ
と
。
　
○
不
遇
時
　
よ
い
時
に
出
会
わ
な
い
。
時
運
に
恵
ま
れ
な
い
。
　
○
有
衣
有
食
　
衣
食
に
不
自
由
し
な
い
。
白
居
易
の
「
偶
吟
」
二
首
其
一
に
「
眼
下
衣
有
り
兼
（
圭
）
た
食
有
り
、
心
中
喜
び
無
く
亦
た
憂
ひ
無
し
」
と
。
　
○
養
心
　
人
の
善
な
る
本
性
を
養
い
育
て
る
。
『
孟
子
』
尽
心
篇
下
に
「
心
を
養
ふ
は
、
寡
欲
よ
り
善
き
は
莫
し
」
と
。
　
○
三
聖
　
孔
子
・
釈
迦
・
老
子
。
　
○
如
同
　
同
じ
。
そ
っ
く
り
。
口
語
的
表
現
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
時
・
詩
・
疑
（
上
平
四
支
）
こ
の
一
生
が
時
運
に
恵
ま
れ
ぬ
も
の
だ
っ
た
と
愚
痴
る
ん
じ
ゃ
な
い
ぞ
。
衣
食
に
窮
す
る
こ
と
な
く
心
静
か
に
詩
を
吟
じ
て
い
ら
れ
る
の
だ
か
ら
。
善
な
る
心
根
を
養
い
欲
望
を
少
な
く
す
る
こ
と
こ
そ
真
の
宝
、
孔
子
・
釈
迦
・
老
子
の
三
聖
も
そ
っ
く
り
同
じ
こ
と
を
説
い
て
お
り
、
こ
の
上
何
を
疑
う
こ
と
が
あ
ろ
う
。
身
軽
貧
家
無
レ
物
也
身
軽
。
秋
日
蕉
堅
寄
二
此
生
一
ハ
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
ニ
書
倚
二
短
節
一
弄
フ
　
　
　
　
　
　
ヲ
二
風
景
一
。
ハ
　
　
シ
テ
　
　
　
　
ヲ
夜
題
二
小
筆
一
件
身
軽
し
貧
家
　
物
無
け
れ
ば
　
也
だ
身
軽
し
　
／
　
秋
日
の
蕉
堅
　
此
の
生
を
寄
す
　
／
小
筆
を
題
し
て
灯
槃
を
伴
ふ
フ
　
　
　
　
　
　
ヲ
二
灯
繁
一
昼
は
短
節
に
倚
フ
て
風
景
を
も
て
あ
そ
弄
耐清水春流 『桑名百詠』訳注稿
○
也
　
文
語
の
「
亦
」
と
同
じ
。
口
語
的
表
現
。
　
○
蕉
堅
云
々
　
芭
蕉
の
姿
に
わ
が
生
を
擬
え
る
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
蕉
堅
の
語
、
『
維
摩
経
』
方
便
品
に
「
是
の
身
は
芭
蕉
の
如
く
、
中
に
堅
有
る
こ
と
無
し
」
、
同
じ
く
観
衆
生
品
に
「
水
上
の
泡
の
如
く
、
芭
蕉
の
堅
の
如
し
」
と
見
え
、
中
核
の
な
い
存
在
、
は
か
な
い
身
を
い
う
。
ち
な
み
に
、
わ
が
五
山
文
学
の
雄
、
絶
海
中
津
（
一
三
三
六
～
一
四
〇
五
）
に
『
蕉
堅
藁
』
と
題
す
る
詩
文
集
が
あ
る
。
　
○
短
竿
短
か
い
つ
え
。ｙ
　
O
題
小
筆
　
ち
ょ
っ
と
し
た
詩
や
文
章
を
書
く
。
小
筆
で
書
く
意
で
は
な
か
ろ
う
。
　
○
灯
槃
　
と
も
し
び
を
か
か
げ
る
台
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
軽
・
生
・
槃
（
下
平
八
庚
）
貧
家
に
て
無
一
物
な
れ
ば
身
も
軽
い
。
秋
の
白
の
芭
蕉
の
姿
が
わ
が
人
生
。
昼
は
杖
に
も
た
れ
て
風
景
を
賞
で
、
夜
は
燈
火
を
伴
侶
に
詩
を
書
い
て
い
る
。
シ
テ
　
　
ニ
　
　
ツ
　
　
ヲ
通
レ
玄
絶
レ
學
闇
夜
杏
冥
　
作
一
許
　
悲
一
。
開
レ
窓
看
レ
月
始
除
玄
に
通
じ
て
学
を
絶
つ
闇
夜
　
杏
冥
と
し
て
　
許
の
悲
し
み
を
作
す
レ　 ク
疑
○ヲ
逍
二
這
恬
淡
無
総
業
ニ
　
　
　
　
ン
ソ
　
　
ン
　
　
テ
　
　
ヲ
　
　
テ
　
　
ヲ
一
。
底
　
用
刻
レ
舟
敷
レ
米
炊
ク
コ
ト
ヲ
／
　
窓
を
開
き
月
を
看
て
　
始
め
て
疑
ひ
を
除
く
　
／
　
恬
淡
無
為
の
業
に
逍
遥
す
／
　
底
ん
ぞ
用
ひ
ん
舟
を
刻
ん
で
米
を
数
へ
て
炊
ぐ
こ
と
を
○
通
玄
　
玄
妙
な
る
道
理
に
通
暁
す
る
。
玄
は
『
老
子
』
に
見
え
る
語
。
第
一
章
に
「
玄
の
又
玄
、
衆
妙
の
門
」
と
あ
る
。
人
の
知
識
や
言
葉
で
は
と
ら
え
が
た
い
深
遠
で
不
可
思
議
な
る
道
を
い
う
。
　
○
絶
學
　
知
に
と
ら
わ
れ
る
学
問
を
や
め
る
。
『
老
子
』
第
二
十
章
に
「
学
を
絶
て
ば
憂
ひ
無
し
」
と
。
○
闇
夜
　
単
に
実
景
を
言
う
だ
け
で
は
な
く
、
迷
妄
の
世
界
を
比
喩
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
○
杏
冥
　
暗
い
さ
ま
。
　
○
許
　
幾
許
、
許
多
の
意
。
く
さ
ぐ
さ
。
　
○
月
　
真
如
の
さ
と
り
の
意
を
も
含
む
の
で
あ
ろ
う
。
　
○
逍
潅
　
ゆ
っ
た
り
と
心
を
遊
ば
せ
る
。
畳
韻
の
語
。
　
○
恬
淡
無
焉
　
ヽ
心
静
か
で
作
為
の
な
い
こ
と
。
『
荘
子
』
天
道
篇
に
「
夫
れ
虚
静
恬
淡
、
寂
寞
無
為
は
、
天
地
の
平
に
し
て
道
徳
の
至
な
り
」
、
同
じ
く
刻
意
篇
に
「
夫
れ
恬
淡
寂
寞
、
虚
無
九
七
九
八
無
為
は
、
此
れ
天
地
の
平
に
し
て
道
徳
の
質
な
り
」
と
。
　
○
底
　
文
語
の
「
何
」
と
同
じ
。
　
○
刻
舟
　
舟
か
ら
剣
を
落
し
た
人
が
、
舷
に
印
を
つ
け
、
舟
が
止
つ
て
か
ら
水
中
に
人
つ
て
こ
れ
を
探
し
た
と
い
う
故
事
（
『
呂
氏
春
秋
』
察
今
篇
）
。
事
物
に
拘
泥
し
て
変
通
を
知
ら
ぬ
喩
。
　
○
敷
米
炊
　
米
粒
を
一
つ
一
つ
数
え
て
炊
ぐ
。
瓊
末
な
こ
と
に
こ
だ
わ
る
喩
。
『
荘
子
』
庚
桑
楚
篇
に
「
髪
を
簡
色
ん
で
櫛
（
混
）
り
、
米
を
数
へ
て
炊
ぐ
、
窃
窃
乎
と
し
て
又
何
ぞ
以
て
世
を
済
ふ
に
足
ら
ん
や
」
と
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
悲
・
疑
・
炊
（
上
平
四
支
）
く
ろ
ぐ
ろ
と
し
た
闇
夜
に
は
く
さ
ぐ
さ
の
悲
し
み
が
わ
き
お
こ
る
。
窓
を
開
い
て
よ
う
や
く
上
っ
て
き
た
月
を
な
が
め
や
っ
と
疑
い
が
消
え
た
。
恬
淡
無
為
の
業
に
心
を
遊
ば
せ
て
お
け
ば
そ
れ
で
よ
く
、
ど
う
し
て
事
物
に
拘
泥
し
米
粒
を
一
つ
一
つ
数
え
て
め
し
を
た
く
よ
う
な
瓊
末
の
こ
と
に
く
よ
く
よ
こ
だ
わ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
題
シ
テ
　
　ル
ト
云
ヲ
　
　ニ
二
儒
輸
y
愉
寄
二
呈
シ
テ
ヤ
ハ
ラ
カ
ニ
　
　
　
　ル
カ
綿
才
腐
一
窮
儒
。
猶
鮎
山
居
扉
和
子
一
供
二
I
架
一
シ
テ
二
ヲ
　
　
　
　
　
　
ツ
易
経
一
露
滴
レ
朱
。
淡
寂
　
譚
開
無
二
世
事
　
0開
レ
櫨
1
　
レ
竹
襖
二
雲
肢
一
儒
、
僧
に
輸
る
と
い
ふ
を
題
し
て
山
居
の
禅
和
子
に
寄
呈
し
て
、
一
粟
に
供
ふ
力
綿
か
に
才
腐
る
　
一
窮
儒
　
／
　
猶
は
易
経
を
点
し
て
　
露
　
朱
を
滴
つ
　
／
　
淡
寂
た
る
禅
関
　
世
事
無
し
ノ
　
櫨
を
開
き
竹
を
1
　
ぎ
て
　
雲
映
を
浦
く
○
嘩
和
子
　
禅
坊
主
。
こ
こ
は
、
冷
水
庵
の
愚
白
禅
納
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
愚
白
に
つ
い
て
は
、
訳
注
稿
川
「
登
二
巌
阿
梵
宇
づ
与
レ
僧
禅
談
、
安
適
帰
レ
家
」
詩
の
語
釈
参
照
。
　
○
供
一
築
　
お
笑
い
草
ま
で
に
と
い
う
意
。
自
作
の
詩
文
を
他
人
に
贈
る
際
の
謙
辞
。
梨
は
、
白
く
輝
く
意
で
、
白
い
歯
を
出
し
て
笑
う
こ
と
。
　
○
力
綿
　
力
が
弱
い
。
力
量
に
乏
し
い
。
『
漢
書
』
厳
助
伝
に
「
越
人
鯖
力
薄
材
に
し
て
、
陸
戦
す
る
こ
と
能
は
ず
」
と
あ
り
、
顔
師
古
の
注
に
「
孫
は
、
弱
な
り
。
其
の
柔
弱
な
る
こ
と
新
の
如
く
な
る
を
言
ふ
」
と
。
新
は
、
綿
の
本
字
。
な
お
、
『
吉
言
故
事
大
全
』
巻
七
、
貧
乏
類
清水春流 『桑名百詠』訳注稿　巾
に
「
綿
力
」
の
項
を
載
せ
、
「
力
薄
き
を
言
ひ
て
綿
力
と
曰
ふ
」
と
注
し
た
後
、
『
漢
書
』
厳
助
伝
を
引
く
。
　
○
才
腐
　
無
能
で
役
に
立
た
な
い
。
　
○
窮
儒
　
不
遇
で
困
窮
し
た
儒
者
。
例
え
ば
、
李
白
の
「
少
年
行
」
に
「
窮
儒
浪
（
払
）
り
に
林
泉
の
民
と
為
る
」
と
。
　
○
鮎
易
経
　
『
易
経
』
の
テ
キ
ス
ト
に
句
読
点
や
圏
批
点
な
ど
を
打
っ
て
読
む
こ
と
。
石
田
元
季
『
俳
文
学
考
説
』
忙
よ
れ
ば
、
春
流
は
若
い
頃
に
京
都
で
易
学
を
乎
哉
子
（
山
中
侶
庵
）
に
学
び
、
易
に
関
す
る
著
述
と
し
て
貞
享
元
年
（
ニ
〈
八
四
）
刊
の
『
周
易
或
問
』
が
あ
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
延
宝
九
年
（
一
六
八
こ
三
月
刊
『
難
波
百
絶
』
所
収
の
「
雑
詠
」
其
四
十
に
も
「
晩
年
易
を
点
し
て
日
に
朱
を
研
（
す
）
る
」
と
。
○
露
滴
朱
　
朱
点
を
打
つ
こ
と
。
晩
唐
・
高
斜
の
「
歩
虚
の
詞
」
（
『
三
体
詩
』
）
に
「
洞
門
深
く
鎖
し
て
碧
窓
寒
し
、
露
を
滴
っ
て
朱
を
研
っ
て
周
易
に
点
す
」
と
あ
り
、
硯
に
露
を
た
ら
し
朱
墨
を
す
っ
て
、
易
に
句
読
を
施
す
こ
と
。
○
淡
寂
　
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
か
え
る
。
　
○
譚
開
　
禅
門
、
禅
寺
。
例
え
ば
、
李
白
の
「
化
城
寺
の
大
鐘
の
銘
」
に
「
方
に
禅
関
に
入
り
て
天
宮
の
峨
喋
た
る
を
観
玉
」
云
々
と
。
　
○
世
事
　
俗
事
。
『
文
選
』
巻
十
五
、
張
衡
の
「
帰
田
の
賦
」
に
「
埃
塵
を
超
え
て
以
て
遍
（
皿
）
く
逝
き
、
世
事
と
長
く
辞
す
」
と
。
　
○
浪
　
湯
を
そ
そ
ぐ
。
　
○
雲
肢
　
茶
の
異
名
。
例
え
ば
、
北
宋
・
黄
庭
堅
の
「
双
井
茶
　
子
織
に
送
る
」
詩
に
「
我
家
江
南
雲
映
を
摘
む
」
、
周
南
峯
の
「
梅
間
に
題
す
」
詩
（
『
聯
珠
詩
格
』
巻
十
三
）
に
「
一
濡
の
雲
映
一
篆
の
煙
、
日
長
く
無
事
に
し
て
肱
を
曲
げ
て
眠
る
」
と
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
儒
・
朱
・
肢
（
上
平
七
虞
）
力
弱
く
無
能
で
役
立
た
ず
の
貧
乏
儒
者
で
は
ご
ざ
る
が
、
そ
れ
で
も
易
に
朱
点
を
打
ち
打
ち
読
ん
で
お
り
ま
す
。
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
か
え
っ
た
御
坊
に
は
俗
事
な
く
、
禅
師
に
は
わ
ざ
わ
ざ
炉
に
竹
1
　
く
べ
茶
を
立
て
て
下
さ
り
恐
縮
千
万
。
讃
書
楽
四
大
浮
嚢
名
利
地
。
歯
揺
髪
白
奈
二
愁
容
一
。
読
書
の
楽
し
み
老
束
嵐
得
　
讃
書
楽
。
今
日
閑
中
味
偏
濃
ナ
四
大
の
浮
嚢
　
名
利
の
地
　
／
　
歯
揺
れ
髪
白
し
　
愁
容
を
奈
　
／
　
老
来
嵐
ち
得
た
り
　
読
書
の
楽
し
み
　
／
　
今
日
の
閑
中
　
昧
偏
へ
に
濃
な
り
九
九
一
〇
〇
〇
四
大
浮
嚢
　
人
間
世
界
を
指
す
。
四
大
は
、
仏
教
語
で
、
須
弥
山
を
逍
る
四
方
の
大
海
。
浮
嚢
は
、
う
き
ぶ
く
ろ
。
四
大
海
に
浮
ん
で
い
る
の
が
四
大
洲
で
、
そ
の
一
つ
南
暗
部
洲
を
闇
浮
提
と
い
い
、
人
々
の
住
む
所
と
さ
れ
る
。
　
○
名
利
地
　
例
え
ば
、
白
居
易
の
「
張
山
人
の
嵩
陽
に
帰
る
を
送
る
サ
詩
に
「
長
安
は
古
来
名
利
の
地
、
空
手
に
し
て
金
無
け
れ
ば
行
路
難
し
」
と
。
　
○
歯
揺
　
例
え
ば
、
北
宋
・
蘇
戟
の
「
春
菜
」
詩
に
「
歯
揺
れ
井
せ
て
髪
脱
す
る
を
待
つ
莫
か
れ
」
と
。
　
○
愁
容
　
愁
え
顔
。
皺
の
寄
っ
た
顔
。
　
○
嵐
得
　
他
の
こ
と
は
何
を
身
に
つ
か
ず
、
こ
れ
だ
け
が
残
っ
た
。
自
嘲
の
口
吻
。
晩
唐
・
杜
牧
の
「
懐
ひ
を
遣
る
」
詩
に
（
『
聯
珠
詩
格
』
巻
六
）
に
「
十
年
一
た
び
覚
む
揚
州
の
夢
、
嵐
ち
得
た
力
青
楼
薄
倖
の
名
」
と
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
容
・
濃
（
上
平
二
冬
）
。
起
句
は
踏
み
落
し
。
大
海
に
浮
ん
だ
う
き
ぶ
く
ろ
の
よ
う
な
こ
の
世
界
は
、
人
々
が
名
声
や
利
益
を
追
い
求
め
争
う
修
羅
場
だ
。
歯
は
が
た
が
た
髪
は
真
白
、
爺
む
さ
い
愁
え
顔
と
な
る
の
も
致
方
な
い
こ
と
。
老
い
た
わ
が
身
に
の
こ
っ
た
の
は
、
読
書
の
楽
し
み
ば
か
り
。
今
日
び
の
暇
々
、
味
わ
い
が
ひ
と
し
お
こ
ま
や
か
で
ご
ざ
る
よ
。
六
十
春
秋
翰
墨
身
。
千
哀
萬
怨
未
レ
寧
レ
紳
○ヲ
油
津
日
夜
繁
華
地
。
姑
腕
二
浮
塵
一
又
染
レ ム
塵
那
古
野
自
り
家
を
桑
名
に
移
す
六
十
の
春
秋
　
翰
墨
の
身
　
／
　
千
哀
萬
怨
　
未
だ
神
を
寧
ん
ぜ
ず
　
／
　
通
津
　
日
夜
　
繁
華
の
地
　
／
又
た
塵
に
染
む
姑
く
浮
塵
を
脱
し
て
○
那
古
野
　
名
古
屋
の
こ
と
。
　
○
六
十
春
秋
　
春
秋
は
年
齢
の
意
。
ち
な
み
に
、
市
古
夏
生
氏
の
略
年
譜
で
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
春
流
六
十
二
歳
の
時
に
、
桑
名
に
移
っ
た
と
す
る
。
　
○
翰
墨
身
　
文
筆
稼
業
の
身
。
訳
注
稿
田
「
太
平
」
詩
に
も
「
竹
屋
松
窓
　
翰
墨
の
身
」
と
。
　
○
千
哀
萬
怨
く
さ
ぐ
さ
の
哀
し
み
や
す
ら
み
。
　
○
寧
榊
　
心ヽ
を
安
ん
じ
る
。
例
え
ば
、
『
法
言
』
づ孝
至
篇
に
「
親
を
寧
ん
ず
る
は
神
を
寧
ん
ず
る
よ
り
大
な
る
は
莫
言
し
」
と
。
　
○
通
津
　
四
方
に
通
ず
る
渡
し
場
。
例
え
ば
、
『
文
選
』
巻
二
十
、
謝
暗
の
「
王
撫
軍
庚
西
陽
の
集
ひ
に
別
る
」
詩
に
「
類
（
公
）
る
陽
は
通
津
を
照
ら
し
、
冬
べ
の
陰
は
平
陸
に
曖
言
し
」
と
。
こ
こ
で
は
、
桑
名
の
地
を
言
う
。
　
○
繁
華
地
　
例
え
ば
、
中
唐
・
章
応
物
の
「
擬
古
」
詩
十
二
首
其
三
に
「
京
城
は
繁
華
の
地
、
軒
蓋
晨
を
凌
い
で
出
づ
」
と
。
　
○
浮
塵
　
空
中
に
浮
遊
す
る
塵
埃
。
転
じ
て
、
塵
界
、
俗
世
間
を
指
す
。
　
○
染
塵
　
俗
世
の
け
が
れ
に
染
る
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
身
・
紳
・
塵
（
上
平
十
一
真
）
六
十
の
年
に
な
っ
て
も
売
文
稼
業
。
く
さ
ぐ
さ
の
哀
し
み
や
怨
み
に
と
ら
わ
れ
て
、
い
ま
だ
に
心
を
静
め
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
。
こ
こ
は
渡
し
場
の
昼
も
夜
も
華
や
ぎ
賑
う
地
。
那
古
野
を
離
れ
し
ば
し
塵
界
か
ら
の
が
れ
た
か
と
思
い
き
や
、
又
し
て
も
俗
塵
に
染
ま
る
破
目
と
な
っ
た
わ
い
。
ツ
　
　
　
　
　
ヲ
漸
二
虚
名
一
ス
ル
モ
ノ
　
　
　
　
　
ヲ
耐
除
二
却
答
蹄
一
一
朱
愚
一
。
コ
ト
ソ
　
　
ツ
虚
名
何
事
満
二
浮
世
柾
被
一
二
人
知
呼
二
老
儒
ト
一
清水春流 『桑名百詠』 訳注稿
虚
名
を
漸
づ
答
蹄
を
除
却
す
る
も
の
天
下
に
無
し
　
／
　
五
車
の
載
籍
　
朱
愚
を
守
る
　
／
　
虚
名
　
何
事
ぞ
浮
世
に
満
つ
　
／
　
柾
げ
て
人
の
知
っ
て
老
儒
と
呼
ば
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
○
働
　
自
ら
に
っ
い
て
う
ら
は
ず
か
し
く
思
う
。
○
虚
名
　
実
質
の
伴
わ
な
い
名
声
。
う
わ
べ
だ
け
の
評
判
。
例
え
ば
、
杜
甫
の
「
郭
十
五
判
官
に
酬
砂
」
詩
に
「
才
微
に
し
て
歳
晩
に
尚
は
虚
名
あ
り
」
　
○
答
蹄
　
魚
を
捕
え
る
伏
龍
と
兎
を
捕
え
る
わ
な
。
と
も
に
目
的
を
達
す
れ
ば
忘
れ
ら
れ
る
も
の
で
、
本
質
を
把
握
す
る
た
め
の
手
段
道
具
の
こ
と
。
特
に
言
語
表
現
を
指
し
て
い
う
。
『
荘
子
』
外
物
篇
に
「
笙
は
魚
に
在
る
所
以
な
り
。
魚
を
得
て
は
答
を
忘
る
。
蹄
は
兎
に
在
る
所
以
な
り
。
兎
を
得
て
は
蹄
を
忘
る
。
言
は
意
に
在
る
所
以
な
り
。
意
を
得
て
は
言
を
忘
る
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
　
○
五
車
載
籍
　
車
一
〇
一
一
　〇
二
五
台
に
の
せ
た
書
籍
。
大
量
の
書
物
を
い
う
。
戦
国
時
代
の
思
想
家
、
恵
施
の
故
事
。
『
荘
子
』
天
下
篇
に
「
恵
施
は
多
方
に
し
て
、
丘
ハ
の
書
は
五
車
」
と
。
の
「
座
右
の
銘
」
に
「
名
を
し
て
実
に
過
ぎ
し
む
る
無
か
れ
、
愚
を
守
る
は
聖
の
喊
（
よ
）
し
と
す
る
所
な
り
」
と
。
　
○
浮
世
　
世
間
。
　
○
柾
　
実
態
ゆ
が
め
て
。
不
本
意
に
も
。
『
聯
珠
詩
格
』
巻
十
七
に
「
用
二
柾
字
一
格
」
の
項
あ
り
、
そ
の
中
の
南
宋
・
劉
後
村
（
克
荘
）
の
「
漢
儒
」
詩
に
「
白
頭
得
る
所
能
く
多
少
ぞ
、
柾
げ
て
人
に
（
王
）
莽
が
大
夫
と
書
せ
ら
る
」
と
。
増
注
に
「
柱
は
、
抑
柱
な
り
」
と
い
う
。
　
○
老
儒
　
年
老
い
て
学
徳
の
高
い
儒
者
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
無
・
愚
・
儒
（
上
平
七
虞
）
言
葉
や
文
字
は
真
理
を
把
握
す
る
た
め
の
手
段
な
の
だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
ら
を
除
き
去
っ
て
は
天
下
に
何
も
の
も
あ
り
得
な
い
。
こ
の
わ
し
は
五
台
の
車
に
載
る
ほ
ど
の
だ
く
さ
ん
の
書
物
に
埋
も
れ
て
、
頑
な
ま
で
に
愚
な
る
生
き
方
を
貫
き
通
し
て
い
器
。
さ
れ
ど
実
体
の
伴
わ
ぬ
虚
名
が
ど
う
い
う
わ
け
か
世
間
に
満
ち
、
さ
て
も
む
た
い
な
、
他
人
様
が
名
を
知
っ
て
老
大
家
な
ん
ぞ
と
呼
ば
れ
て
ご
ざ
る
。
嘲
レ
非
二
賓
學
一
明
徳
雖
レ
霊
　
鏡
有
レ
塵
。
無
ご入
修
學
　
反
二
其
1
　一
。
揚
揚
　
意
気
富
二
君
服
一　 ヲ
○
多
少
群
書
役
弄
レ
唇
実
学
に
非
ざ
る
を
嘲
る
明
徳
　
霊
な
り
と
雖
も
　
鏡
に
塵
有
り
　
／
　
人
の
修
学
し
て
其
の
真
に
反
る
無
し
　
／
　
揚
揚
た
る
意
気
　
君
が
眼
を
富
ま
し
む
　
／
多
少
の
群
書
　
説
い
て
唇
を
弄
す
○
賓
學
　
実
践
躬
行
の
学
。
訳
注
稿
田
「
安
レ
分
」
詩
の
語
釈
参
照
。
　
○
明
徳
　
人
の
心
に
有
す
る
く
も
り
な
い
あ
き
ら
か
な
徳
性
。
朱
熹
の
『
大
学
章
句
』
に
「
明
徳
な
る
者
は
、
人
の
天
に
得
て
、
虚
霊
不
昧
、
以
て
衆
理
を
具
し
て
万
事
に
応
ず
る
所
の
者
な
り
。
但
だ
気
楽
の
拘
す
る
所
、
人
欲
の
蔽
ふ
所
と
為
れ
ば
、
則
ち
時
有
り
て
か
昏
す
。
然
れ
ど
も
其
の
本
体
の
明
は
、
則
ち
未
だ
1　
て
息
ま
ざ
る
者
有
り
」
と
。
　
○
鏡
有
塵
　
鏡
は
、
清
浄
無
垢
な
心
の
か
つ
ま
び
ら
諦
○
渥
者
　
近
者
と
同
じ
。
者
は
時
間
を
表
わ
す
語
に
つ
く
助
字
。
　
○
煩
閔
　
騒
々
し
く
わ
ず
ら
わ
し
い
。
閉
は
、
開
の
俗
字
。
例
え
ば
、
白
居
易
の
「
親
友
を
諭
す
」
詩
に
「
煩
閑
な
る
栄
華
は
猶
は
過
ぎ
易
く
、
優
閑
な
る
福
禄
は
更
に
鎗
し
難
し
」
と
。
　
○
錬
詩
　
詩
句
を
推
敲
す
る
。
　
○
晩
年
　
老
年
。
一
　〇
三
清水春流 『桑名百詠』訳注稿　耐
喩
え
。
例
え
ば
、
『
六
祖
壇
経
』
に
神
秀
の
褐
と
し
て
「
身
は
是
れ
菩
提
樹
。
心
は
明
鏡
の
台
の
如
し
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
朱
子
語
類
』
〔
寛
文
八
年
□
六
六
八
〕
刊
の
鵜
飼
石
斎
・
安
井
真
祐
訓
点
の
和
刻
本
が
あ
る
）
の
巻
十
四
に
は
、
『
大
学
』
に
い
う
「
明
徳
を
明
ら
か
に
す
」
に
つ
い
て
、
鏡
の
喩
え
を
用
い
て
「
物
欲
の
為
に
蔽
は
る
る
に
縁
っ
て
、
故
に
其
の
明
昏
み
易
し
。
鏡
、
本
と
明
な
る
が
如
し
、
外
物
に
点
汗
せ
ら
る
れ
ば
、
則
ち
明
な
ら
ず
丁
（
皿
）
る
。
少
間
に
磨
き
起
せ
ば
、
則
ち
其
の
明
7
　だ
能
く
物
を
照
す
」
と
説
く
条
り
が
あ
る
。
　
○
反
其
翁
　
本
来
の
面
目
に
か
え
る
。
『
荘
子
』
大
宗
師
篇
「
嵯
乎
（
芭
桑
戸
や
、
而
（
驚
）
は
已
に
其
の
真
に
反
る
」
、
同
じ
く
秋
水
篇
に
「
謹
み
て
守
り
て
失
ふ
勿
れ
、
是
れ
を
其
の
真
に
反
る
と
謂
ふ
」
と
。
　
○
揚
揚
得
意
な
さ
ま
。
『
史
記
』
管
晏
列
伝
に
「
意
気
揚
揚
と
し
て
甚
だ
自
得
せ
り
」
と
。
○
多
少
　
ど
れ
は
ど
の
。
○
弄
唇
　
喋
べ
り
ち
ら
す
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
塵
・
侃
・
唇
工
平
十
一
真
）
明
徳
は
霊
妙
で
あ
る
と
は
い
え
、
心
の
鏡
は
塵
で
汚
さ
れ
て
い
る
。
さ
れ
ば
学
問
を
修
め
て
も
本
来
の
面
目
に
立
ち
か
え
る
こ
と
の
で
き
る
奴
は
い
な
い
の
だ
。
お
前
さ
ん
は
意
気
揚
々
と
学
問
に
励
み
、
多
く
の
書
物
に
眼
を
さ
ら
し
て
お
ら
れ
る
が
、
ど
れ
は
ど
の
書
物
を
ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
と
説
き
散
ら
せ
ば
気
が
済
む
の
か
。
チ
カ
コ
ロ
　
　
ム
　
　
　
　
　
こ
渥
者
進
二
詩
學
一
煩
悶
　
雖
レ
無
レ
暇
レ
錬
レ
詩
○ヲ
テ
‘
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
ヲ
晩
年
只
好
詠
二
新
詩
一
。
騒
翁
造
逼
人
知
　
否
。
諦
　
了
四
休
山
谷
詩
ち
か
ご
ろ
渥
者
詩
学
に
進
む
ね
煩
悶
と
し
て
詩
を
錬
る
暇
無
し
と
雖
も
　
／
　
晩
年
　
只
だ
好
ん
で
新
詩
を
詠
ず
　
／
　
騒
翁
が
造
適
　
人
知
る
や
否
や
　
／
に
了
る
　
四
休
山
谷
の
詩
一
〇
四
○
騒
翁
　
老
詩
人
。
屈
原
が
「
離
騒
」
を
作
っ
た
こ
と
か
ら
、
屈
原
及
び
そ
の
流
派
の
作
者
を
「
騒
人
」
と
称
し
た
が
、
後
世
、
詩
人
や
文
人
を
「
騒
人
」
「
騒
客
」
と
言
う
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
言
い
方
。
例
え
ば
、
南
米
・
蔡
正
孫
（
蒙
斎
）
の
「
梅
を
訪
ぬ
」
詩
（
『
聯
珠
詩
格
』
巻
九
）
に
「
束
風
最
も
是
れ
多
情
の
処
、
騒
翁
を
引
き
得
て
去
来
せ
し
む
」
と
あ
り
、
増
注
に
「
屈
原
　
離
騒
を
作
る
。
今
、
詩
人
を
謂
ひ
て
騒
人
と
為
す
」
と
。
　
○
造
適
　
心
に
適
っ
た
状
態
に
至
る
こ
と
。
『
荘
子
』
大
宗
師
篇
に
「
造
適
、
笑
ふ
に
及
ば
ず
」
と
。
造
は
、
詣
（
≒
）
の
意
。
　
○
四
休
山
谷
詩
　
北
宋
の
黄
山
谷
（
庭
堅
　
一
〇
四
五
～
一
一
〇
五
）
が
四
休
居
士
と
号
し
た
孫
防
の
こ
と
を
詠
じ
た
「
四
休
居
士
詩
井
び
に
序
」
（
『
山
谷
詩
集
』
巻
十
九
）
を
指
す
。
そ
の
序
に
「
太
医
孫
君
時
、
字
は
景
初
。
士
大
夫
の
為
に
薬
を
発
し
て
多
く
謝
を
受
け
ず
。
自
ら
四
休
居
士
と
号
す
。
山
谷
其
の
説
を
問
ふ
。
四
休
笑
っ
て
曰
く
、
粗
茶
淡
飯
も
飽
け
ば
即
ち
休
す
。
破
れ
を
補
ひ
寒
き
を
遮
っ
て
暖
か
な
れ
ば
即
ち
休
す
。
三
平
二
満
も
過
ぐ
れ
ば
即
ち
休
す
。
貪
ら
ず
炉
ま
ず
老
い
て
は
即
ち
休
す
と
。
山
谷
曰
く
、
此
れ
安
楽
の
法
な
り
。
夫
れ
欲
少
き
者
は
伐
言
ら
ざ
る
の
家
な
り
。
足
る
を
知
る
者
は
、
極
楽
の
国
な
り
と
。
四
休
の
家
に
三
畝
の
園
有
り
、
花
木
僻
僻
た
り
。
客
来
れ
ば
巷
を
煮
、
酒
を
伝
へ
、
上
都
の
貴
游
、
人
間
の
喜
ぶ
可
き
事
を
談
ず
。
或
い
は
著
寒
く
酒
冷
ゆ
る
も
、
賓
主
皆
忘
る
。
其
の
居
、
予
と
相
望
む
。
暇
あ
れ
ば
則
ち
草
径
に
歩
し
て
相
尋
ぬ
。
故
に
詩
を
作
り
、
家
童
に
遺
り
て
之
を
歌
は
し
め
て
、
以
て
酒
薯
を
侑
（
廿
む
）
と
い
う
。
休
は
、
心
満
ち
足
り
、
喜
ぶ
意
。
三
平
二
満
は
、
十
分
な
こ
と
を
望
ま
ぬ
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
が
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
を
言
う
の
か
不
明
。
ち
な
み
に
わ
が
国
で
江
戸
時
代
以
降
、
お
た
ふ
く
、
お
か
め
の
こ
と
を
三
平
二
満
と
い
う
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
意
味
で
は
な
い
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
詩
・
詩
・
詩
（
上
平
四
支
）
　
※
こ
の
詩
の
よ
う
に
同
じ
字
を
韻
字
に
用
い
る
重
韻
（
複
韻
）
は
、
近
体
詩
に
お
い
て
は
禁
忌
と
さ
れ
て
い
る
。
俗
事
に
煩
わ
さ
れ
て
詩
句
を
充
分
に
推
敲
す
る
暇
が
な
い
と
は
い
え
、
ち
か
ご
ろ
は
も
っ
ぱ
ら
好
ん
で
新
作
の
詩
を
吟
詠
し
て
い
る
。
老
い
た
詩
人
の
満
ち
足
り
た
心
ば
え
、
他
人
様
に
は
わ
か
る
ま
い
。
こ
の
わ
し
に
は
四
休
居
士
を
た
た
え
た
黄
山
谷
の
詩
が
し
み
じ
み
と
よ
く
理
解
で
き
る
の
だ
。
清水春流 『桑名百詠』訳注稿　耐
秋
日
早
寒
寒
気
早
生
　
霜
露
濃
ナ
○ リ
モ
ツ
テ
カ
ナ
ニ
ヲ
　
　
ン
　
　
　
　
　
ヲ
破
家
庸
レ
誼
渉
三
二
冬
一
。
秋
天
似
二
孟
郊
詩
骨
一
。
褐
坐
掲
　
聞
煙
外
鐘
秋
日
早
く
寒
し
寒
気
　
早
く
生
じ
て
　
霜
露
　
濃
か
な
り
　
／
　
破
家
　
謳
を
庸
て
か
三
冬
を
渉
ら
ん
　
／
　
秋
天
は
孟
郊
の
詩
骨
に
似
た
り
　
／
　
独
坐
　
掲
り
に
聞
く
煙
外
の
鐘
○
早
寒
　
寒
さ
が
早
く
や
っ
て
来
る
こ
と
。
『
文
選
』
巻
二
十
一
、
顔
延
年
の
「
秋
胡
詩
」
に
「
春
の
来
た
る
も
時
の
慄
言
し
み
無
く
、
秋
の
至
れ
ば
恒
に
早
く
寒
し
」
と
。
　
○
破
家
　
中
国
で
は
家
産
を
蕩
尽
す
る
、
あ
る
い
は
家
を
破
壊
す
る
意
に
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
破
屋
、
や
ぶ
れ
や
。
　
○
庸
胆
　
「
ナ
ニ
ヲ
モ
ッ
テ
」
と
訓
じ
て
い
る
が
、
本
来
こ
の
二
字
で
「
ナ
ン
ゾ
ト
も
し
く
は
「
イ
ヅ
ク
ン
ゾ
」
と
よ
む
べ
き
反
語
の
言
い
方
。
但
し
、
詩
に
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
。
釈
大
典
（
一
七
一
九
～
一
八
〇
こ
の
『
文
語
解
』
に
「
庸
何
」
の
語
を
挙
げ
「
コ
レ
二
字
ニ
テ
ナ
ン
ゾ
ナ
リ
」
と
い
い
、
「
又
庸
謳
ト
モ
用
ユ
。
庸
誼
知
下
有
力
者
不
中
哀
二
其
窮
一
而
云
云
上
（
四
計
人
書
）
コ
レ
ナ
リ
。
注
家
多
ク
誤
テ
用
ユ
ト
訓
ス
」
と
指
摘
す
る
。
　
○
渉
三
冬
　
冬
を
す
ご
す
。
三
冬
は
、
冬
の
三
ヶ
月
。
　
○
孟
郊
詩
骨
　
孟
郊
は
、
中
唐
の
詩
人
、
字
は
東
野
（
七
五
一
～
八
一
四
）
。
韓
愈
（
七
六
八
～
八
二
四
）
の
友
人
で
貧
窮
の
中
に
あ
っ
て
孤
高
狽
介
の
姿
勢
を
貫
い
た
苦
吟
派
の
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
、
同
時
代
の
買
島
（
七
七
九
～
八
四
三
）
と
併
せ
て
北
宋
の
蘇
帆
が
「
郊
寒
島
痩
」
と
評
し
た
。
訳
注
稿
倒
序
文
、
孟
買
の
語
釈
参
照
。
詩
骨
は
、
詩
の
風
骨
。
孟
郊
の
「
戯
れ
に
無
本
に
贈
る
」
詩
二
首
其
一
に
「
詩
骨
　
東
野
よ
り
も
聳
え
、
詩
濤
　
退
之
よ
け
も
湧
く
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。
ち
な
み
に
、
無
本
は
買
島
の
こ
と
。
一
時
、
出
家
し
て
無
本
と
名
の
っ
て
い
た
が
、
後
に
韓
愈
の
勧
め
で
還
俗
し
た
と
い
う
。
退
之
は
韓
愈
の
字
。
　
○
煙
外
鐘
　
夕
も
や
を
つ
い
て
聞
え
て
く
る
鐘
の
音
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
濃
・
冬
・
鐘
（
上
平
二
冬
）
早
く
も
う
そ
寒
く
な
っ
て
露
霜
し
げ
く
、
あ
ば
ら
や
住
ま
い
で
は
ど
う
や
っ
て
こ
れ
か
ら
の
冬
を
過
せ
ば
よ
い
の
か
。
秋
空
は
ま
る
で
孟
郊
の
詩
骨
の
よ
う
に
く
っ
き
り
と
高
く
聳
え
、
ひ
と
り
座
し
て
い
る
と
い
つ
し
か
夕
も
や
を
つ
い
て
つ
づ
け
ざ
ま
鐘
の
音
が
聞
え
て
く
る
。
一
〇
五
心
無
二
貪
楽
一
人
安
國
理
文
明
世
。
楠
レ
分
量
レ
才
臥
二
晒
廬
一
。
蓼
杖
環
レ
山
交
二
走
獣
一
。
竹
竿
釣
レ
水
見
二
游
魚
案
上
青
編
楽
有
レ
除
。
睡
枕
食
盤
撚
二
吟
筆
う
詩
家
活
計
復
焉
　
如
一
〇
六
一
。
嚢
中
白
米
心
方
足
。
心
　
貪
楽
無
し
人
安
ら
け
く
国
理
ま
る
　
文
明
の
世
　
／
分
を
拙
り
才
を
量
っ
て
晒
廬
に
臥
す
　
／
　
蓼
杖
　
山
を
環
っ
て
走
獣
に
交
は
り
　
／
竹
竿
　
水
に
釣
っ
て
游
魚
を
見
る
　
／
　
嚢
中
の
白
米
心
方
に
足
り
　
／
　
案
上
の
青
編
　
楽
し
み
余
り
有
り
　
／
　
睡
枕
食
盤
　
吟
筆
を
撚
る
　
／
　
詩
家
の
活
計
　
復
だ
焉
ん
か
如
か
ん
や
○
貪
楽
　
む
さ
ぼ
り
ね
が
う
こ
と
。
貪
欲
。
こ
の
場
合
の
楽
は
「
魚
教
の
切
」
で
字
音
は
ゲ
ウ
。↓
吾
好
の
意
。
　
○
人
安
國
理
　
民
安
ら
け
く
国
治
ま
る
。
人
は
民
、
理
は
治
の
意
。
　
○
文
明
世
　
世
の
中
が
平
和
に
治
ま
っ
た
時
代
。
文
徳
輝
や
け
る
御
代
。
例
え
ば
、
梁
・
蕭
統
（
昭
明
太
子
）
の
「
陶
淵
明
伝
」
に
「
今
、
子
（
鍵
）
は
文
明
の
世
に
生
ま
れ
て
、
奈
何
（
≒
）
ぞ
自
ら
苦
し
む
る
こ
と
此
の
如
く
な
る
ト
と
。
　
○
楠
分
量
才
　
己
れ
の
分
を
お
し
ぽ
か
り
才
を
考
え
る
。
晩
唐
・
司
空
図
の
「
休
休
亭
の
記
」
に
三
才
を
量
る
に
一
に
宜
し
く
休
す
べ
し
。
分
を
拙
る
に
二
に
宜
し
く
休
す
べ
し
」
と
。
（
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
〇
、
司
空
図
伝
、
『
唐
才
子
伝
』
巻
八
）
。
痛
は
拙
と
同
じ
。
　
○
晒
廬
　
い
ぶ
せ
き
い
お
り
。
　
○
蓼
杖
　
あ
か
ざ
の
茎
で
作
っ
た
杖
。
隠
者
が
用
い
る
。
例
え
ば
、
寒
山
詩
に
「
布
裴
菊
杖
　
山
を
続
言
り
て
廻
る
」
と
。
　
○
竹
竿
　
竿
は
竿
の
誤
り
。
竿
は
、
ふ
え
の
一
種
で
字
音
は
ウ
。
　
○
嚢
中
　
袋
の
中
。
　
○
案
上
　
文
机
の
上
。
　
○
青
編
　
青
糸
で
編
ん
だ
書
物
。
○
食
盤
　
御
膳
。
　
○
撚
吟
筆
　
筆
を
と
っ
て
詩
を
書
く
。
あ
る
い
は
、
苦
吟
し
て
筆
を
ひ
ね
る
。
例
え
ば
、
宋
・
恵
洪
の
「
十
月
の
桃
」
詩
に
「
老
仙
手
を
呵
し
て
吟
筆
を
撚
る
」
と
。
○
詩
家
　
詩
人
。
杜
甫
の
使
い
始
め
た
用
語
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
は
詩
人
の
家
の
意
に
用
い
る
か
。
　
○
活
計
　
生
計
。
生
活
。
例
え
ば
、
白
居
易
の
「
老
戒
」
詩
に
「
老
い
て
は
多
く
活
計
を
憂
ひ
、
病
み
て
は
更
に
班
行
を
恋
へ
り
」
と
。
　
○
復
　
強
調
の
助
字
。
　
○
焉
如
　
『
文
選
』
巻
三
、
張
衡
の
≒
東
京
の
賦
」
に
（
独
り
微
行
し
て
焉
几
）
に
か
如
（
じ
清水春流 『桑名百詠』訳注稿　耐
か
ん
」
と
あ
り
、
葬
綜
の
注
に
「
焉
の
言
は
安
な
り
、
如
は
往
な
り
」
と
。
○
七
言
律
詩
　
韻
字
　
廬
・
魚
・
除
・
如
（
上
平
六
魚
）
民
は
安
ら
か
に
国
は
治
ま
る
文
明
の
御
世
。
わ
が
身
の
程
を
思
い
才
を
考
え
て
み
る
に
、
い
ぶ
せ
き
庵
に
臥
し
て
い
る
の
が
分
相
応
。
あ
か
ざ
の
杖
つ
き
山
を
め
ぐ
っ
て
獣
と
ゆ
き
あ
っ
た
り
、
釣
竿
を
水
面
に
垂
れ
て
泳
ぐ
魚
を
な
が
め
て
い
た
り
。
袋
の
中
に
は
白
い
米
あ
り
心
満
ち
足
り
、
机
の
上
に
は
書
物
あ
り
楽
し
み
あ
り
あ
ま
る
。
寝
床
で
も
食
事
の
際
に
も
し
き
り
と
筆
を
動
か
し
て
句
を
ひ
ね
っ
て
い
る
の
だ
が
、
は
て
さ
て
わ
が
家
の
暮
ら
し
向
き
い
っ
た
い
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
や
ら
。
＼
讃
書
ハ
　
　
　
フ
家
傍
一
一
蕭
蕭
タ
ル
竹
一
。
南
詰
閑
凄
レ
書
朝
市
閑
。
啓
處
米
一
深
居
一
○ヲ
洗
≒' ｀
七 ヽ
心
似
レ
水
○‾
學
レ ハ
ヲ
　
　
　
　
　ル
　
　
　二
道
道
昇
レ
虚
。
詩
旨
叩
養
三
局
雅
言
ツ
　
　
　
　
　
　
ヲ
才
華
慟
二
迂
疎
一
。
サ
モ
ア
ラ
ハ
ア
レ
任
　
佗
読
書
家
は
蕭
蕭
た
る
竹
に
傍
ふ
　
／
　
南
窓
　
閑
か
に
書
を
読
む
　
／
　
心ヽ
を
洗
へ
ば
　
心
　
水
に
似
た
り
　
／
　
道
を
学
べ
ば
　
道
　
虚
に
昇
る
　
／
　
詩
品
　
高
雅
を
養
ひ
　
／
　
才
華
　
迂
疎
を
漸
づ
　
／
む
任
佗
れ
　
朝
市
の
開
し
き
こ
と
　
／
　
啓
処
　
深
居
を
楽
し
○
蕭
蕭
　
竹
の
葉
ず
れ
す
る
音
。
例
え
ば
、
晩
唐
・
許
渾
の
「
渓
亭
」
二
首
其
一
に
「
猶
は
恋
ふ
蕭
蕭
た
る
竹
、
西
斎
未
だ
関
を
掩
は
ず
」
と
。
　
○
南
隠
南
向
き
の
窓
。
隠
は
窟
（
窓
）
の
異
体
字
。
○
洗
心
　
心
の
汚
れ
を
洗
ふ
。
『
易
』
繋
辞
上
伝
に
「
聖
人
此
れ
を
以
て
心
を
洗
ふ
」
と
。
　
○
學
道
　
こ
こ
で
は
老
子
の
説
く
道
を
学
ぶ
こ
と
を
い
う
か
。
　
○
昇
虚
　
語
は
、
劉
向
「
九
歎
」
遠
遊
に
「
虚
に
升
り
滉
を
凌
ぐ
」
と
み
え
る
が
、
こ
こ
で
い
う
虚
ば
、
老
子
の
虚
無
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
『
史
記
』
老
荘
申
韓
列
伝
に
「
老
子
の
貴
ぶ
所
の
道
は
、
虚
無
に
し
て
因
応
し
、
無
為
に
変
化
す
」
と
あ
る
。
　
○
詩
一
〇
七
一
〇
八
品
　
詩
の
品
格
、
格
調
。
　
○
才
華
　
き
ら
び
や
か
な
才
智
。
文
才
。
　
○
迂
疎
　
ま
わ
り
ど
お
く
う
と
い
。
迂
遠
疏
閥
。
疎
は
疎
の
誤
字
。
疎
は
疏
と
同
じ
。
　
○
任
佗
　
た
と
い
～
で
も
の
意
を
表
わ
す
唐
代
の
俗
語
。
佗
は
他
と
同
じ
。
　
○
朝
市
　
朝
廷
と
市
場
。
転
じ
て
俗
世
間
を
い
う
。
白
居
易
の
「
城
東
閑
遊
」
詩
に
「
任
他
れ
朝
市
自
ら
営
営
た
る
を
」
と
。
　
○
啓
處
　
安
居
。
家
で
く
つ
ろ
ぐ
。
『
詩
経
』
小
雅
・
四
牡
に
「
王
事
啓
（
心
）
き
こ
と
扉
言
し
、
啓
処
す
る
に
逞
（
≒
）
あ
ら
ず
」
と
。
　
○
深
居
　
幽
居
。
誼
騒
の
地
4
　
の
が
れ
て
ひ
き
こ
も
る
。
『
淮
南
子
』
人
間
訓
に
「
聖
人
は
深
居
し
て
以
て
辱
め
を
避
く
」
と
。
○
五
言
律
詩
　
韻
字
　
書
・
虚
・
疎
・
居
（
上
平
六
魚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
わ
が
家
は
竹
林
の
傍
に
あ
り
、
さ
わ
さ
わ
と
鳴
る
葉
ず
れ
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
南
向
き
の
窓
辺
で
し
ず
か
に
書
物
を
読
ん
で
い
る
。
心
の
汚
れ
が
洗
わ
れ
る
と
、
心
は
水
の
よ
う
に
澄
み
わ
た
り
、
道
に
つ
い
て
学
べ
ば
、
道
は
無
の
境
界
に
達
す
る
深
遠
な
も
の
だ
と
わ
か
る
。
か
く
し
て
高
尚
典
雅
な
る
詩
の
品
格
を
養
い
つ
つ
も
、
迂
遠
疏
閥
な
わ
が
文
才
に
は
じ
い
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
世
間
が
誼
騒
に
満
ち
て
い
よ
う
が
全
く
与
り
知
ら
ぬ
こ
と
で
、
の
ん
び
り
と
く
つ
ろ
げ
る
家
居
を
楽
し
ん
で
い
る
。
ル
　
　
　
　
　
　
ニ
走
二
塵
土
一
白
ぎ
一
従
走
二
塵
土
一
。
名
利
未
レ
涌
レ
開
○ ヲ
春
酒
雖
レ
添
レ
興
。
新
詩
又
愛
レ
閑
○ ヲ
ハ
　
　
テ
　
　
ク
愁
消
軽
二
似
葉
ヨ
リ
モ
　
　
　
　ニ
　
　
テ
　
　ナ
リ
一
。
仁
富
9
　
二
如
山
一 ヨ
リ
モ
染
レ
俗
儒
人
夢
。
白
雲
翠
竹
間
塵
土
に
走
る
塵
土
に
走
っ
て
自
従
り
　
／
　
名
利
　
未
だ
関
を
通
ら
ず
　
／
　
春
酒
　
興
を
添
ふ
る
と
雖
も
　
／
　
新
詩
　
又
だ
閑
を
愛
す
　
／
　
愁
は
消
え
て
葉
よ
り
も
軽
く
　
／
　
仁
に
富
み
て
山
よ
り
も
静
か
な
り
　
／
　
俗
に
染
る
儒
人
の
夢
　
／
　
白
雲
翠
竹
の
間
○
走
塵
土
　
俗
世
間
に
奔
走
す
る
。
例
え
ば
、
北
宋
・
王
安
石
の
「
再
び
城
西
の
李
園
に
游
ぶ
に
次
韻
す
」
詩
に
「
車
馬
喧
喧
と
し
て
塵
土
に
走
る
」
と
。
○
自
従
｀
こ
の
二
字
で
、
～
よ
り
の
意
。
六
朝
以
来
の
俗
語
。
　
○
春
酒
　
冬
に
仕
込
ん
で
春
に
出
来
た
酒
。
　
○
愛
閑
　
の
ど
か
な
境
地
や
気
分
を
好
む
。
例
え
ば
、
白
居
易
の
「
嵩
洛
を
看
て
歎
有
り
」
詩
に
「
忙
を
経
て
始
め
て
閑
を
愛
す
」
　
○
似
　
こ
こ
で
は
、
比
較
を
示
す
助
字
と
し
て
用
い
る
。
　
○
仁
富
云
々
　
『
論
語
』
雍
也
篇
に
（
知
者
は
水
を
楽
こ
）
み
、
仁
者
は
山
を
楽
む
。
知
者
は
動
き
、
仁
者
は
静
か
な
り
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
、
如
を
比
較
を
示
す
「
於
」
の
意
に
用
い
て
い
る
。
釈
大
典
の
『
文
語
解
』
に
そ
の
例
と
し
て
「
君
レ
人
也
者
無
レ
貴
レ
如
二
其
言
一
臣
レ
人
也
者
無
レ
愛
レ
如
二
其
力
二
作
に
）
コ
レ
モ
於
ノ
字
ノ
義
二
用
ユ
」
云
々
と
い
う
。
但
し
、
詩
に
お
い
て
は
あ
ま
り
熟
さ
ぬ
言
い
方
。
　
○
儒
人
　
儒
者
。
春
流
自
身
を
い
う
。
○
五
言
律
詩
　
韻
字
　
開
・
閑
・
山
・
間
（
上
平
十
五
剛
）
塵
埃
に
ま
み
れ
た
俗
世
間
を
駆
け
ず
り
廻
る
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
、
名
利
の
関
所
を
越
え
も
で
き
ず
、
富
貴
や
名
声
と
は
つ
い
ぞ
縁
が
な
か
っ
た
。
だ
が
、
春
の
酒
が
興
を
添
え
て
く
れ
る
し
、
そ
れ
よ
り
何
よ
り
も
新
作
の
詩
を
吟
じ
て
の
ど
か
な
境
地
を
楽
し
ん
で
い
る
。
愁
い
は
消
え
て
木
の
葉
よ
り
も
軽
や
か
な
気
分
だ
し
。
す
っ
か
り
や
さ
し
い
心
持
ち
に
な
っ
て
山
よ
り
も
ど
っ
し
り
と
お
だ
や
か
で
い
ら
れ
耐
　
る
。
心
な
ら
ず
も
俗
気
に
ま
み
れ
力
学
者
先
生
の
見
る
夢
は
、
白
い
雲
が
緑
の
竹
叢
に
か
か
っ
て
い
る
閑
雅
な
世
界
。
清水春流 『桑 名百詠』訳注稿
フ
　
　
　
ヲ
春
日
弄
レ
景
テ
　
　
　
　
　
ク
挨
二
春
奸
景
麗
一
。
游
歩
　
水
1　
微
。
除
雨
清
二
詩
骨
一
。
寂
。
山
前
花
自
飛
春
日
　
景
を
弄
ぶ
春
奸
し
く
景
麗
し
き
を
挨
っ
て
゛
ス
　
　
　
　
　
　
ヲ
晩
鶯
腕
二
俗
機
一
聳
レ テ
ヲ
　
　
シ
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
ヲ
肩
扶
二
竹
杖
一
。
伸
レ
脚
坐
二
苔
衣
一
。
日
暮
疎
鐘
／
　
游
歩
す
れ
ば
水
声
微
か
な
り
　
／
　
余
雨
　
詩
骨
を
清
く
し
　
／
　
晩
鶯
　
俗
機
を
脱
す
　
／
肩
を
聳
し
て
竹
杖
に
扶
し
　
／
　
脚
を
伸
べ
て
苔
衣
に
坐
す
　
／
　
日
暮
れ
て
疎
鐘
寂
か
な
り
　
／
　
山
前
　
花
自
ら
飛
ぶ
一
〇
九
一
一
○
○
弄
景
　
景
色
を
め
で
る
。
弄
は
、
賞
玩
の
意
。
　
○
春
奸
景
麗
　
春
景
奸
麗
と
同
じ
。
春
の
景
色
が
あ
で
や
か
で
う
る
わ
し
い
こ
と
。
白
居
易
の
「
江
亭
に
春
を
翫
ぶ
」
詩
に
「
江
亭
暁
に
乗
じ
て
衆
芳
を
閲
言
る
、
春
奸
し
く
景
麗
し
く
し
て
草
樹
光
I
れ
り
」
と
。
　
○
諦
雨
　
残
り
雨
。
例
え
ば
、
白
居
易
の
谷
秋
思
十
詩
に
「
寂
寞
と
し
て
余
雨
晴
れ
、
蕭
条
と
し
て
早
寒
至
る
」
と
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
二
字
で
「
余
雨
晴
る
」
、
「
雨
余
」
（
雨
上
り
）
　の
意
。
○
詩
骨
　
前
出
「
秋
日
早
寒
」
詩
の
語
釈
参
照
。
但
し
、
こ
こ
で
は
詩
人
の
心
骨
・
精
神
の
意
で
あ
ろ
う
。
　
○
晩
鶯
　
晩
春
に
鳴
く
う
ぐ
い
す
。
残
鶯
、
老
鶯
と
も
い
う
。
　
○
俗
機
　
た
く
ら
み
に
み
ち
た
俗
心
。
例
え
ば
、
北
宋
・
蘇
舜
欽
の
「
太
平
宮
に
宿
す
」
詩
に
「
吟
じ
て
疎
鐘
に
対
す
れ
ば
俗
機
尽
き
、
已
に
疑
ふ
身
世
仙
曹
に
属
す
る
か
と
」
。
　
○
聳
肩
　
詩
を
吟
ず
る
時
に
肩
を
そ
び
や
か
す
。
　
○
苔
衣
　
こ
け
。
　
○
疎
鐘
　
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
遠
く
か
ら
聞
え
て
く
る
鐘
の
音
。
　
○
花
　
山
桜
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
　
○
自
　
そ
れ
自
体
勝
手
に
、
ひ
と
り
で
に
。
○
五
言
律
詩
　
韻
字
微
・
機
・
衣
・
飛
（
上
平
五
微
）
※
こ
の
詩
の
頚
聯
・
尾
聯
は
、
友
野
霞
舟
『
煕
朝
詩
蒼
』
巻
二
十
に
採
ら
れ
て
い
る
。
春
の
景
色
が
あ
で
や
か
に
う
る
わ
し
く
な
る
の
を
ま
っ
て
、
そ
ぞ
ろ
歩
け
ば
水
音
が
微
か
に
聞
え
て
く
る
。
雨
上
り
の
風
景
は
詩
人
の
心
骨
を
す
が
す
が
し
く
さ
せ
、
遅
鳴
き
の
鶯
の
聯
り
は
俗
気
に
ま
み
れ
た
心
を
す
っ
ぱ
り
な
く
さ
せ
て
く
れ
る
。
肩
を
そ
び
や
か
し
て
竹
の
杖
を
つ
い
て
歩
い
た
り
、
足
を
の
ば
し
て
苔
の
上
に
す
わ
っ
た
り
。
日
が
暮
れ
て
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
聞
え
て
い
た
鐘
の
音
も
今
は
や
ん
で
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
か
え
り
、
山
の
前
で
は
花
が
は
ら
は
ら
と
舞
い
散
っ
て
い
る
。
學
レ　 フ
詩
ヲ
　
　
　
　
　
テ
人
間
曰
ニ
　
　
ト
云
　
　
　
　
ノ
。
詩
有
「
扇
對
法
シ
ヌ
　
　
　
テ
　
　
テ
　
　
　
　
ヲ
　
　
テ
對
。
因
作
二
I
1
　
一
以
示
日
日
愚
儒
思
二
李
杜
一
。
寒
葱
寂
寞
一
可
二
得
聞
一
血
ハ
。
1　
曰
血
八二
隔
句
對
一
同
酔
吟
レ
詩
。
家
家
俗
客
貪
二
名
利
一
。
関
市
倉
皇
○ ン
ト
シ
テ
ト
第
一
血
八二
第
三
一
對
テ
　
　
　
ル
　
　
　
ヲ
走
卒
レ
時
○ ン
ト
第
二
血
八二
第
四
一
詩
を
学
ぶ
人
問
い
て
曰
く
、
詩
に
扇
対
の
法
有
り
と
い
ふ
、
得
て
聞
つ
可
け
ん
や
。
答
へ
て
曰
く
、
隔
句
の
対
と
同
じ
。
第
一
と
第
三
と
対
し
、
第
二
と
第
四
と
対
し
ぬ
。
因
っ
て
一
絶
を
作
っ
て
以
て
示
す
日
日
　
愚
儒
　
李
杜
を
思
ふ
　
／
　
寒
窓
　
寂
寞
と
し
て
酔
っ
て
詩
を
吟
ず
　
／
　
家
家
　
俗
客
　
名
利
を
貪
る
　
／
し
て
走
っ
て
時
を
卒
る
だ
う
し
’
開
市
　
倉
皇
と
○
肩
對
法
・
隔
句
對
　
南
末
・
魏
慶
之
の
『
詩
人
玉
屑
』
巻
二
、
詩
体
下
の
条
、
扇
体
法
の
項
に
「
此
れ
前
の
隔
句
1　
と
同
じ
」
と
注
し
、「
律
詩
に
扇
対
格
有
り
、
第
一
と
第
三
と
句
対
し
、
第
二
と
第
四
と
句
対
す
。
（
中
略
）
又
だ
唐
人
の
絶
句
も
亦
だ
此
の
格
を
用
ふ
」
と
い
う
。
な
お
、
こ
れ
は
北
宋
・
胡
仔
の
『
菩
渓
漁
隠
叢
話
』
前
集
巻
九
、
杜
少
陵
四
に
見
え
る
の
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
春
流
が
拠
っ
た
の
は
、
寛
永
版
の
『
詩
人
玉
屑
』
で
あ
ろ
う
。
○
可
得
聞
輿
　
御
高
説
を
承
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
の
意
。
『
孟
子
』
梁
恵
王
篇
上
及
び
下
な
ど
に
見
え
る
言
い
方
。
　
○
愚
儒
　
時
世
や
道
理
に
く
ら
い
儒
者
。
春
流
の
謙
称
。
○
李
杜
　
盛
唐
の
大
詩
人
、
李
白
（
七
〇
一
～
七
六
二
）
と
杜
甫
（
七
コ
ー～
七
七
〇
）
。
○
寒
葱
　
さ
む
ざ
む
と
し
た
窓
辺
。
貧
苦
の
読
書
生
活
を
暗
に
示
す
。
○
関
市
　
騒
々
し
い
市
中
。
関
は
開
の
俗
字
。
○
含
皇
あ
た
ふ
た
す
る
さ
ま
。
上
文
の
「
寂
寞
」
と
同
じ
く
、
畳
韻
の
語
。
　
○
卒
時
　
時
を
過
す
。
『
文
選
』
巻
三
十
五
、
張
協
の
「
七
命
」
に
「
楽
し
み
て
以
て
戚
（
む
）
ひ
を
忘
れ
、
游
び
て
以
て
時
を
卒
ふ
」
と
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
詩
・
時
（
上
平
四
支
）
。
起
句
は
踏
み
落
し
。
耐
愚
儒
た
る
こ
の
わ
し
は
、
日
々
唐
土
の
大
詩
人
李
白
や
杜
甫
の
こ
と
を
思
い
、
寒
々
と
し
た
窓
辺
で
ひ
っ
そ
り
と
し
た
な
か
酔
っ
て
詩
を
清水春流『桑名百詠』訳注稿
吟
じ
て
い
る
。
ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
俗
物
ど
も
が
名
声
や
利
益
を
貪
り
、
騒
々
し
い
市
中
を
あ
た
ふ
た
と
駆
け
ず
り
廻
っ
て
空
し
く
時
を
過
し
て
い
る
こ
と
よ
。
人
名
遊
子
路
中
偶
見
レ
月
。
江
東
野
廣
板
橋
秋
。
退
二
　
之
名
利
一
7
　何
日
。
賜
陛
楽
是
題
二
子
路
東
野
退
之
楽
天
一
人
の
名
ア
レ
ヲ
　
　
ニ
　
　
　
セ
ン
ト
　
　
ヲ
天
将
レ
賞
レ
　
幽
一
一
一
一
　
コ
ー
遊
子
　
路
中
に
偶
た
ま
月
を
見
る
　
／
　
江
東
　
野
広
し
　
板
橋
の
秋
　
／
　
之
の
名
利
を
退
か
ん
こ
と
又
だ
何
れ
の
日
ぞ
　
／
　
帰
隠
天
を
楽
し
ん
で
　
将
に
幽
を
賞
せ
ん
と
す
是
れ
子
路
・
東
野
・
退
之
・
楽
天
を
題
す
○
人
名
　
『
詩
人
玉
屑
』
巻
二
、
詩
体
下
に
人
名
の
条
が
あ
り
、
そ
こ
に
葉
夢
得
『
石
林
詩
話
』
か
ら
古
人
の
姓
名
を
句
中
に
蔵
す
る
の
は
遊
戯
の
作
で
、
北
宋
の
王
安
石
に
始
ま
る
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
す
で
に
中
唐
の
権
徳
輿
の
詩
に
例
が
み
え
る
こ
と
を
指
摘
し
た
箇
所
を
引
い
て
い
る
。
明
の
張
鼎
思
『
垠
邪
代
酔
編
』
巻
三
十
五
、
詩
蔵
姓
名
の
条
も
こ
れ
と
同
様
の
記
事
。
な
お
、
春
流
が
目
指
し
た
も
の
で
は
な
い
が
清
の
趙
翼
『
咳
余
叢
考
』
巻
二
十
四
に
も
以
古
人
姓
名
蔵
句
中
の
条
が
あ
る
。
　
○
遊
子
　
故
郷
を
離
れ
他
郷
に
あ
る
人
。
　
○
江
東
　
中
国
で
は
長
江
下
流
の
南
岸
の
地
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
、
揖
斐
川
下
流
の
東
岸
、
長
島
あ
た
り
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
○
板
橋
　
板
で
作
っ
た
橋
。
例
え
ば
、
晩
唐
・
温
庭
笥
の
「
商
山
の
早
行
」
詩
（
『
三
体
詩
』
）
に
「
難
声
茅
店
の
月
、
人
差
板
橋
の
霜
」
と
。
こ
こ
は
桟
橋
か
。
　
○
之
　
「
こ
の
」
と
訓
ず
る
の
は
、
「
之
子
」
と
い
う
言
い
方
な
ど
で
『
詩
経
』
や
『
荘
子
』
な
ど
に
見
え
る
が
、
後
世
で
は
あ
ま
り
一
般
的
な
用
法
で
は
な
い
。
　
○
饉
隠
　
故
郷
に
帰
っ
て
隠
棲
す
る
。
　
○
楽
天
　
天
命
を
楽
し
み
、
自
己
の
境
遇
に
安
ん
じ
る
。
『
易
』
繋
辞
上
伝
に
「
天
を
楽
し
み
命
を
知
る
、
故
に
憂
へ
ず
」
と
。
も
と
よ
り
、
中
唐
の
詩
人
、
白
居
易
（
七
七
一
丁
八
四
六
）
の
字
で
も
あ
る
。
　
○
賞
幽
　
幽
趣
を
味
わ
う
。
　
○
子
路
　
孔
子
の
高
弟
、
仲
由
の
字
。
　
○
東
野
　
中
唐
の
詩
人
、
孟
郊
（
七
五
一
～
八
一
四
）
の
字
。
○
退
之
　
中
唐
の
韓
愈
（
七
六
八
～
八
二
四
）
の
字
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
秋
・
幽
（
下
平
十
一
尤
）
。
起
句
は
踏
み
落
し
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
道
中
ふ
と
月
を
見
る
さ
す
ら
い
人
、
川
の
東
岸
に
は
野
原
が
広
が
り
桟
橋
の
あ
た
り
は
す
っ
か
り
秋
の
気
配
。
名
利
の
修
羅
場
か
ら
身
を
退
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
い
っ
た
い
い
つ
の
こ
と
や
ら
。
故
郷
に
帰
隠
し
天
命
を
楽
し
み
、
し
み
じ
み
と
し
た
自
然
の
情
趣
を
昧
わ
っ
て
み
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
清水春流 『桑名百詠』訳注稿　耐
楡
レ　 テ
安
游
レ
山
老
去
悲
レ
秋
新
白
髪
。
酔
末
乗
レ
月
奮
青
山
。
無
逞
清
景
須
一
安
を
楡
ん
で
山
に
游
ぶ
老
い
去
り
て
秋
を
悲
し
む
新
白
髪
　
／
　
酔
来
り
て
月
に
乗
ず
旧
青
山
　
／
　
無
辺
の
清
景
　
須
ら
く
遊
楽
す
べ
し
　
／
値
か
得
た
り
浮
生
　
一
瞬
の
間
○
楡
安
　
一
時
逃
れ
の
安
逸
を
貪
る
。
か
り
そ
め
の
安
ら
ぎ
を
得
る
。
　
○
老
去
悲
秋
桂
甫
の
「
九
日
藍
田
崔
氏
の
荘
」
詩
に
「
老
い
去
り
て
秋
を
悲
し
み
強
ひ
て
自
ら
寛
う
す
」
と
あ
る
の
を
用
い
る
。
　
○
新
白
髪
　
新
た
に
生
え
た
白
髪
。』
○
乗
月
　
月
の
光
を
よ
す
が
と
し
て
。
　
○
奮
青
山
　
昔
の
ま
ま
の
青
々
と
し
た
山
。
　
○
無
逞
　
は
て
し
な
い
。
杜
甫
の
「
登
高
」
詩
に
「
無
辺
の
落
木
は
蕭
蕭
と
し
て
下
る
」
、
南
宋
・
朱
熹
の
「
春
日
」
詩
に
「
無
辺
の
光
景
一
時
新
た
な
り
」
と
。
　
○
清
景
　
清
ら
か
な
光
、
更
に
は
風
景
。
例
え
ば
、
『
文
選
』
巻
二
十
、
曹
植
の
「
公
謙
」
詩
に
「
明
月
は
清
景
を
澄
色
へ
、
列
宿
は
正
に
参
差
た
り
」
と
あ
る
の
は
、
清
澄
な
月
の
光
を
い
う
。
　
○
憶
得
　
得
は
動
詞
の
後
に
つ
い
て
完
成
を
示
す
助
字
。
　
○
浮
生
　
は
か
な
き
人
生
。
訳
注
稿
田
「
安
レ
分
」
詩
の
語
釈
参
照
。
　
○
一
瞬
間
　
ま
ば
た
き
す
る
間
。
『
呂
氏
春
秋
』
安
死
篇
に
「
夫
れ
死
は
、
其
の
万
歳
を
視
る
こ
と
、
猶
は
一
演
の
ご
と
し
」
と
。
院
は
瞬
と
同
じ
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
山
・
間
（
上
平
十
五
剛
）
。
起
句
は
踏
み
落
し
。
年
老
い
て
秋
が
も
の
悲
し
く
感
じ
ら
れ
る
わ
が
身
に
新
た
に
白
髪
が
増
え
た
。
酔
い
が
廻
れ
ば
月
明
り
に
乗
じ
て
昔
と
変
ら
ぬ
山
中
を
ほ
っ
つ
き
歩
く
。
あ
た
り
一
面
あ
ま
ね
く
照
ら
す
清
ら
か
な
光
の
も
と
、
存
分
に
遊
び
楽
し
も
う
。
ど
う
せ
こ
の
人
生
は
一
瞬
の
間
に
過
ぎ
て
し
ま
う
も
の
な
の
だ
か
ら
。
偶
成
一
一
一
一一
無
始
劫
　
隨
二
生
旅
路
一
。
癈
心
長
・逆
二
涅
槃
城
一
。
縦
二
横
偶
成
無
始
劫
よ
り
生
死
の
路
に
随
っ
て
て
白
髪
明
し
シ
テ
ニ
　
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
ヲ
詩
酒
一
洗
二
塵
慮
一
。
I
ノ ＼
ノ
　
　
テ
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
シ
ロ
シ
十
賞
レ
春
白
髪
明
一
一
四
／
　
痴
心
　
長
く
涅
槃
城
に
逆
ふ
　
／
　
詩
酒
に
縦
横
し
て
塵
慮
を
洗
ふ
　
／
　
六
十
の
春
を
賞
で
○
偶
成
　
ふ
と
出
来
上
っ
た
即
興
の
詩
。
　
○
無
始
劫
　
そ
の
始
め
毛
わ
か
ら
ぬ
遠
い
昔
。
生
死
に
始
め
が
な
い
の
で
無
始
と
い
い
、
劫
は
無
限
の
時
間
を
い
う
。
仏
教
語
。
○
生
以
路
　
生
ま
れ
か
わ
り
死
に
か
わ
っ
て
絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
ゆ
く
迷
妄
の
世
界
。
輪
廻
。
仏
教
語
。
蘇
は
、
死
と
同
じ
。
○
癈
心
　
道
理
の
わ
か
ら
ぬ
た
わ
け
だ
心
。
　
○
涅
槃
城
　
解
脱
の
境
地
を
堅
固
な
城
市
に
喩
え
て
い
う
。
仏
教
語
。
　
○
縦
横
　
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
。
こ
こ
で
は
、
存
分
に
楽
し
む
意
。
　
○
塵
慮
　
俗
念
。
世
俗
の
汚
れ
た
心
。
　
○
白
髪
明
　
例
え
ば
、
杜
甫
の
「
月
」
詩
に
「
只
だ
丹
心
の
苦
を
益
し
、
能
く
白
髪
の
明
を
添
ふ
」
と
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
城
・
明
（
下
平
八
庚
）
。
起
句
は
踏
み
落
し
。
そ
の
始
め
も
定
か
な
ら
ぬ
遠
い
昔
か
ら
、
迷
い
の
生
死
を
重
ね
、
道
理
も
わ
か
ら
ぬ
た
わ
け
だ
心
は
、
解
脱
の
境
地
へ
向
う
こ
と
な
く
ず
っ
と
そ
む
く
こ
と
ば
か
り
。
さ
れ
ど
こ
の
と
こ
ろ
詩
や
酒
の
世
界
に
浸
り
切
っ
て
俗
念
を
ば
洗
い
流
し
て
い
る
。
六
十
路
の
春
を
め
で
る
わ
し
の
頭
に
白
髪
が
く
っ
き
り
。
散
歩
逍
逡
散
歩
逍
遥
隨
レ
意
游
。
山
呑
雲
吐
野
村
幽
　
。
平
生
殉
レ
利
青
軽
閲
。
一
日
楡
レ
閑
解
・
散
歩
逍
逡
散
歩
逍
遥
　
意
に
随
っ
て
游
ぶ
　
／
　
山
呑
み
雲
吐
き
て
野
村
幽
な
り
　
／
　
平
生
’
　
　
　
　
　
ヲ
一
百
愁
一
利
に
殉
ひ
て
　
青
軽
開
し
　
／
　
一
日
　
閑
を
頂
養
ご
識
馮
一
。
都
将
二
御
室
花
如
一レ
錦
。
換
得
　
桑
名
海
似
レ
圖
－
ア
ノ
　
　
　
ヲ
　
　
　
シ
テ
　
　
ヲ
　
　
　
ム
海
逞
月
一
吟
レ
詩
娯
レ
心
ヲ
換
へ
得
た
り
桑
名
の
海
の
図
に
似
た
る
に
一
一
五
に
し
や
ま
　
　
　
　
／
｀
　・
X
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
昔
は
京
師
に
在
る
と
き
花
を
西
山
に
看
る
。
今
は
久
波
奈
に
屏
居
し
て
海
辺
の
月
を
賞
で
て
詩
を
吟
じ
て
心
を
娯
し
む
心
足
り
て
　
外
求
　
天
下
に
無
し
　
／
　
詩
に
耽
り
景
を
弄
び
て
微
躯
を
養
ふ
　
／
　
都
て
御
室
の
花
の
錦
の
如
く
な
る
を
将
て
　
／
レ
楡
み
て
　
百
愁
を
解
く
○
散
歩
逍
遥
　
ぶ
ら
ぶ
ら
と
散
歩
を
す
る
。
北
宋
・
蘇
弑
の
「
定
恵
院
の
海
案
」
詩
（
『
古
文
真
宝
』
前
集
）
に
「
先
生
食
飽
き
て
一
事
無
し
、
散
歩
逍
遥
自
ら
腹
を
椚
す
」
と
。
　
○
山
呑
雲
吐
　
山
が
雲
を
呑
み
、
雲
が
山
を
吐
く
。
山
頂
を
雲
が
ゆ
っ
く
り
と
去
来
す
る
様
子
を
い
う
。
蘇
戟
の
「
峡
に
入
る
」
詩
に
「
雲
生
じ
て
吐
含
に
似
た
り
」
と
。
　
○
野
村
幽
　
杜
甫
の
「
江
村
」
詩
に
「
長
夏
江
村
事
事
幽
な
り
」
と
。
な
お
、
「
野
村
」
の
語
、
中
国
の
詩
に
は
そ
の
用
例
見
い
出
し
難
い
。
　
○
殉
利
　
利
に
し
た
が
う
。
利
益
の
た
め
に
一
身
を
犠
牲
に
す
る
。
『
荘
子
』
餅
栂
篇
に
「
小
人
は
則
ち
身
を
以
て
利
に
殉
ふ
」
七
。
　
○
青
軽
開
　
ば
た
ば
た
と
あ
わ
た
だ
し
く
か
け
ず
り
ま
わ
る
。
青
軽
は
、
～
わ
ら
じ
。
　
○
楡
閑
　
ひ
ま
を
ぬ
す
む
。
本
来
、
多
忙
で
暇
な
ど
な
い
の
だ
が
と
い
う
意
が
裏
に
あ
る
。
例
え
ば
、
白
居
易
の
「
歳
仮
の
内
、
酒
を
命
じ
て
周
判
官
・
蕭
協
律
に
贈
る
」
詩
に
「
間
を
楡
ん
で
何
れ
の
処
に
か
春
を
尋
ね
ん
」
と
。
間
は
、
閑
と
同
じ
。
　
○
百
愁
　
く
さ
ぐ
さ
の
愁
い
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
游
・
幽
・
愁
（
下
平
十
一
尤
）
ぶ
ら
ぶ
ら
と
散
歩
し
て
気
ま
ま
に
あ
そ
ぶ
。
ひ
っ
そ
り
と
し
た
野
中
の
村
、
山
の
上
を
雲
が
去
来
す
る
I
あ
れ
あ
れ
山
が
雲
を
呑
み
こ
ん
困
　
だ
、
お
や
お
や
雲
が
山
を
吐
き
出
し
た
I
。
ふ
だ
ん
は
い
つ
も
、
銭
か
ね
の
た
め
に
ば
た
ば
た
と
走
り
廻
っ
て
い
る
が
、
今
日
ば
か
り
は
清水春流 『桑名百詠』訳注稿
一
日
、
暇
を
ぬ
す
ん
で
く
さ
ぐ
さ
の
結
ぼ
れ
た
心
を
解
き
放
つ
。
昔
在
ル
ト
キ
二
京
師
一
看
ニ ル
花
1
　
西
山
一
心
足
外
求
天
下
無
。
耽
レ
詩
弄
今
屏
二
足
　
於
久
波
奈
一
賞
二
一
一
に
ノ ＼
○
京
師
　
天
子
の
お
ら
れ
る
み
や
こ
。
京
都
。
春
流
は
「
名
古
屋
に
住
ん
だ
廿
五
歳
の
頃
、
京
清
水
寺
の
執
行
宗
親
（
『
祇
園
物
語
』
の
著
者
）
の
高
弟
山
中
侶
庵
と
遇
ひ
、
そ
の
語
る
所
を
懐
か
し
ん
で
、
京
忙
上
っ
て
易
を
宗
親
に
学
び
」
、
「
出
洛
の
後
十
余
年
に
し
て
I
た
び
郷
国
に
還
つ
た
が
、
四
十
歳
を
過
ぎ
て
寛
文
九
年
〔
一
六
六
九
〕
の
頃
に
再
び
京
都
に
出
」
、「
寛
文
の
末
年
に
、
伊
勢
へ
居
を
移
し
た
」
と
い
う
（
以
上
、
石
田
元
季
『
俳
文
学
考
説
』
に
よ
る
）
。
　
○
西
山
　
京
都
の
西
郊
を
南
北
に
走
る
山
な
み
。
愛
宕
山
や
嵐
山
が
あ
る
。
　
○
屏
足
　
世
間
か
ら
身
を
ひ
い
て
、
ひ
っ
そ
り
と
家
に
こ
も
ゐ
。
厘
は
、
居
の
古
字
。
訳
注
稿
川
「
愛
レ
山
席
厘
」
詩
の
語
釈
参
照
。
　
○
外
求
　
世
俗
の
名
利
や
楽
し
み
な
ど
を
求
め
る
こ
と
。
『
韓
詩
外
伝
』
巻
一
に
「
徳
義
中
に
暢
び
て
、
外
に
求
む
る
こ
と
無
し
」
、
『
文
選
』
巻
二
十
六
、
謝
霊
運
の
「
道
路
に
て
山
中
を
憶
ふ
」
詩
に
「
性
を
得
る
は
外
に
求
む
る
に
非
ず
」
と
。
○
弄
景
　
景
色
を
め
で
る
。
　
○
微
躯
　
微
賤
の
身
。
と
る
に
足
り
な
い
わ
が
身
。
例
え
ば
、
杜
甫
の
「
岳
麓
山
二
道
林
寺
行
」
に
「
今
幸
ひ
に
楽
国
に
微
躯
を
養
ふ
」
と
。
　
○
御
室
　
仁
和
寺
の
こ
と
。
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。
時
代
は
下
る
が
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
刊
の
秋
里
離
島
『
都
名
所
図
会
』
巻
六
、
御
室
仁
和
寺
の
条
に
「
そ
れ
当
山
は
佳
境
に
し
て
、
む
か
し
よ
り
桜
多
し
。
山
嶽
近
け
れ
ば
常
に
嵐
は
げ
し
く
、
枝
葉
も
ま
れ
て
樹
高
か
ら
ず
、
屈
曲
た
め
た
る
が
如
し
。
弥
生
の
御
影
供
は
な
ほ
更
、
花
の
盛
り
に
は
都
鄙
の
貴
賤
春
の
錦
を
争
ひ
、
幕
引
き
は
へ
、
虞
松
が
酒
に
伏
し
、
李
白
が
恨
み
ら
く
は
長
繩
を
以
て
西
飛
の
白
日
を
繋
ぐ
事
を
得
ん
と
は
。
春
色
の
風
客
花
に
め
で
て
、
日
を
惜
し
む
と
同
じ
論
な
り
」
（
引
用
文
は
、
竹
村
俊
則
校
注
『
新
版
都
名
所
図
会
』
昭
和
五
十
一
年
、
角
川
書
店
に
よ
る
）
と
。
ち
な
み
に
、
「
虞
松
」
云
々
は
、
唐
・
馮
贅
『
雲
仙
雑
記
』
に
引
く
『
曲
江
春
宴
録
』
に
「
虞
松
、
春
に
方
（
懸
っ
て
以
謂
こ
）
へ
ら
く
月
を
握
り
風
を
役
ひ
、
且
つ
後
日
を
留
め
ん
、
花
を
呑
み
酒
に
臥
し
て
、
時
を
過
す
可
か
ら
ず
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
（
『
書
一言
故
事
大
全
』
巻
十
、
時
令
類
、
「
握
月
役
風
」
の
条
に
も
見
え
る
）
、
「
李
白
」
云
々
は
、
そ
の
「
擬
古
」
十
二
首
其
三
に
「
長
篠
　
日
を
繋
ぐ
こ
と
難
し
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。
　
○
換
得
　
上
旬
の
「
将
」
字
と
呼
応
し
て
、
～
を
～
に
取
り
換
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
意
。
例
え
ば
、
北
宋
・
欧
陽
修
の
「
穎
州
の
西
湖
」
詩
（
『
聯
珠
詩
格
』
巻
十
四
）
に
「
却
て
二
十
四
橋
の
月
を
将
て
、
換
へ
得
た
り
西
湖
十
頃
の
秋
」
と
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
無
・
躯
・
圖
（
上
平
七
虞
）
心
が
満
ち
足
り
て
外
に
求
め
る
も
の
は
こ
の
世
に
な
い
。
詩
作
に
ふ
け
り
景
色
を
め
で
て
、
と
る
に
足
ら
ぬ
わ
が
身
を
養
っ
て
い
る
。
か
清水春流『桑名百詠』訳注稿 川
つ
て
は
御
室
の
錦
の
よ
う
な
桜
を
見
物
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
今
で
は
そ
っ
く
り
そ
れ
を
桑
名
の
絵
の
よ
う
な
海
辺
の
眺
め
と
取
り
換
え
て
楽
し
ん
で
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
未
レ
通
レ
玄
求
レ
進
　
不
レ
遊
レ
　
手
。
大
家
羨
二
嚢
編
一
。
移
一
一
ヲ
　
　
　
　
ノ
　
　
ニ
　
　
　
　
ル
　
　
ニ
　
　
　
　
ノ
情
風
月
下
一
。
引
二
興
柳
花
逞
一
。
白
髪
三
千
巻
。
青
燈
六
十
年
。
苦
二
七 ヽ
荘
老
學
一
。
閑
習
未
レ
涌
レ
玄
未
だ
玄
に
通
ぜ
ず
進
む
こ
と
を
求
め
て
手
を
遊
ば
し
め
ず
　
／
　
大
家
　
轟
編
を
羨
む
　
／
　
情
を
風
月
の
下
に
移
し
て
　
／
　
興
に
柳
花
の
辺
に
引
か
る
／
　
白
髪
　
三
千
巻
　
／
　
青
燈
　
六
十
年
　
／
　
心ヽ
を
荘
老
の
学
に
苦
し
む
れ
ど
も
　
／
　
閑
習
　
未
だ
玄
に
通
ぜ
ず
○
未
通
玄
　
ま
だ
玄
妙
な
道
理
に
通
じ
て
い
な
い
。
通
玄
の
語
、
前
出
「
通
レ
玄
絶
レ
学
」
詩
の
語
釈
参
照
。
　
○
大
家
　
多
く
の
人
々
。
　
○
嚢
編
　
紙
魚
の
食
っ
た
書
物
。
嚢
は
、
嚢
の
俗
字
。
　
○
風
月
　
清
風
明
月
。
次
句
の
「
柳
花
」
が
春
の
景
物
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
秋
の
景
色
。
　
○
柳
花
　
柳
の
白
い
わ
た
。
訳
注
稿
田
「
酒
開
レ
顔
」
詩
の
語
釈
参
照
。
　
○
白
髪
云
々
　
語
は
、
李
白
の
「
秋
浦
の
歌
」
に
「
白
髪
三
千
丈
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。
三
千
巻
は
、
巻
数
の
非
常
に
多
い
こ
と
。
　
厖
大
な
書
物
。
　
○
青
燈
　
青
白
い
深
夜
の
灯
火
。
五
山
の
僧
、
別
源
円
旨
（
二
一
九
四
～
一
三
六
四
）
の
「
夜
坐
」
詩
に
「
秋
風
白
髪
三
千
丈
、
夜
雨
青
灯
五
十
年
」
と
あ
り
、
頚
聯
は
こ
れ
を
踏
ま
え
る
か
。
○
荘
老
學
　
『
荘
子
』
や
『
老
子
』
の
思
想
を
考
究
す
る
学
問
。
○
閑
習
　
習
熟
す
る
。
閑
も
、
習
の
意
。
○
五
言
律
詩
　
韻
字
　
編
・
逞
・
年
・
玄
（
下
平
一
先
）
※
こ
の
詩
の
頚
聯
は
、
友
野
霞
舟
『
煕
朝
詩
蒼
』
巻
二
十
に
採
ら
れ
て
い
る
。
玄
奥
な
る
道
に
一
歩
で
も
近
づ
き
た
い
と
思
っ
て
手
を
遊
ば
せ
ず
励
ん
で
い
る
の
だ
。
紙
魚
の
食
っ
た
書
物
に
埋
も
れ
た
こ
ん
な
わ
し
で
も
他
人
様
は
羨
ん
で
ご
ざ
る
。
だ
が
、
清
風
明
月
に
心
を
移
し
、
柳
花
に
興
を
引
か
れ
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
の
だ
よ
。
白
髪
頭
に
な
る
ま
一
　一
七
一
一
八
で
三
千
巻
も
の
書
物
を
、
青
白
き
灯
火
の
も
と
で
六
十
年
に
わ
た
っ
て
読
ん
で
き
た
。
荘
子
や
老
子
の
思
想
を
究
め
る
の
に
ず
い
ぶ
ん
心
を
労
し
て
き
た
が
、
充
分
学
ん
だ
つ
も
り
で
も
玄
奥
な
道
と
い
う
も
の
は
い
ま
だ
に
よ
く
わ
か
ら
ぬ
わ
い
。
褐
夜
褐
坐
空
多
感
。
熟
田ｔ
　
往
事
悠
。
塵
レ
心
書
味
永
人
定
後
。
犬
吠
水
西
ノ
ホ
ト
U
頭
独
夜
独
坐
　
空
し
く
多
感
　
／
　
熟
っ
ら
思
へ
ば
ン
○
往
事
悠
し
ヲ
ヨ
ン
テ
延
レ
耳
雨
聾
流
。
半
夜
深
　
観
レ
斡
。
孤
灯
疎
　
燭
レ
　
幽
。
隣
家
／
　
心ヽ
を
留
む
れ
ば
　
書
味
永
し
　
／
耳
に
延
ん
で
半
夜
深
く
し
て
妙
を
観
ず
　
／
　
孤
灯
疎
に
し
て
幽
を
燭
す
　
／
　
隣
家
　
人
定
り
て
後
　
／
　
犬
は
吠
ふ
水
西
の
ほ
と
り
頭
雨
声
流
る
　
／
○
濁
夜
　
『
文
選
』
巻
二
十
三
、
王
梨
の
「
七
哀
詩
」
二
首
其
二
に
「
独
夜
寒
ぬ
る
こ
と
能
は
ず
、
衣
を
摂
（
と
）
　つ
て
起
ち
て
琴
を
撫
す
」
と
。
　
○
多
感
　
さ
ま
ざ
ま
の
感
慨
が
湧
き
起
る
。
　
○
往
事
　
過
ぎ
去
っ
た
昔
の
事
。
例
え
ば
、
鄭
谷
の
「
慈
恩
の
偶
題
」
詩
（
『
三
体
詩
』
）
に
「
往
事
悠
悠
と
し
て
浩
歎
を
成
す
」
と
。
　
○
書
味
　
書
中
の
味
わ
い
。
読
後
の
余
韻
。
例
え
ば
、
金
・
元
徳
明
の
「
山
中
秋
夕
」
詩
に
「
只
だ
書
味
の
永
き
を
知
り
て
、
髪
糸
の
長
き
を
覚
え
ず
」
と
。
　
○
延
耳
　
耳
に
達
す
る
。
聞
え
て
く
る
。
　
○
牛
夜
　
夜
半
、
よ
な
か
。
　
○
観
妙
　
玄
妙
な
と
こ
ろ
を
じ
っ
く
り
み
る
。
妙
は
、
妙
と
同
じ
。
『
老
子
』
第
一
章
に
「
常
に
無
欲
に
し
て
以
て
其
の
妙
を
観
、
常
に
有
欲
に
し
て
以
て
其
の
撒
を
観
る
」
と
。
　
○
孤
灯
　
た
っ
た
一
つ
の
わ
び
し
い
灯
火
。
疎
は
、
疎
と
同
じ
。
光
が
明
る
く
な
っ
た
り
暗
く
な
っ
た
り
ま
ば
ら
に
な
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
○
燭
幽
　
語
は
、
『
文
選
』
巻
一
、
班
固
の
「
東
都
の
賦
」
に
「
皇
明
を
散
じ
て
幽
を
煽
言
す
」
と
見
え
る
。
塀
は
、
燭
と
同
じ
。
こ
こ
で
は
、
灯
火
が
幽
闇
を
照
ら
す
意
で
あ
る
の
と
同
時
に
書
物
の
幽
深
な
意
味
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
が
含
ま
れ
て
い
よ
う
。
　
○
人
定
　
人
が
寝
静
ま
る
。
亥
の
刻
ご
ろ
。
例
え
ば
、
「
古
詩
焦
仲
卿
の
妻
の
為
に
作
る
」
に
「
奄
奄
た
る
黄
昏
の
後
、
寂
寂
と
し
て
人
定
る
の
初
」
と
。
　
○
水
西
頭
　
杜
甫
の
「
卜
居
」
詩
に
「
淀
花
流
水
　
水
西
の
頭
」
と
。
こ
こ
で
は
、
桑
名
の
地
が
揖
斐
川
の
河
口
西
岸
に
位
置
す
る
の
で
か
く
い
う
。
○
五
言
律
詩
　
韻
字
　
悠
・
流
・
幽
・
頭
（
下
平
十
一
尤
懇
ぽ
つ
ね
ん
と
座
っ
て
い
る
と
さ
ま
ざ
ま
の
感
慨
が
と
り
と
め
も
な
く
湧
き
起
こ
る
。
つ
ら
つ
ら
思
え
ば
過
ぎ
に
し
日
々
は
も
う
は
る
か
遠
い
昔
の
こ
と
。
精
神
を
集
中
し
て
書
物
に
向
え
ば
味
わ
い
深
く
、
耳
元
ま
で
雨
音
が
達
し
て
く
る
。
夜
更
け
て
玄
妙
な
箇
所
を
じ
っ
く
り
と
み
、
燈
火
が
ま
ば
ら
に
照
ら
す
な
か
幽
深
な
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。
河
口
西
岸
の
こ
の
地
で
は
、
隣
家
は
す
っ
か
り
寝
静
ま
り
、
犬
が
時
お
り
吠
え
て
い
る
。
フ
　
　
　
　
　
　
ニ
1
　
二
俗
境
一
テ
　
　
ル
　
　
ク
ナ
ル
ヲ
浮
世
兼
知
如
二
俗
境
に
游
ぶ
幻
夢
一
。
慢
二
游
　
俗
境
一
未
二
蹄
休
一 〇
年
華
荏
再
満
頭
雪
。
頼
有
二
酒
消
大
名
リイ
不
秋
Jじ＼
一　 ヲ
耐
浮
世
　
兼
ね
て
知
る
幻
夢
の
如
く
な
る
を
　
／
　
俗
境
に
慢
游
し
て
　
未
だ
帰
休
せ
ず
　
／
　
年
華
荏
再
　
満
頭
の
雪
　
／
　
頼
ひ
に
清水春流 『桑名百詠』訳注稿
酒
の
名
利
の
愁
ひ
を
消
す
る
有
り
○
俗
境
　
俗
人
の
世
界
。
○
浮
世
云
々
　
陶
淵
明
「
園
田
の
居
に
帰
る
」
詩
其
四
の
「
人
生
幻
化
に
似
て
、
終
に
当
に
空
無
に
帰
す
べ
し
」
、
寒
山
詩
の
「
自
ら
覚
ゆ
浮
世
幻
化
の
事
」
、
李
白
「
春
日
酔
起
し
て
志
を
言
ふ
」
詩
（
『
古
文
真
宝
』
前
集
）
の
「
世
に
処
る
こ
と
大
夢
の
若
し
」
、
同
じ
く
「
春
夜
桃
李
の
園
に
宴
す
る
の
序
」
（
『
古
文
真
宝
』
後
集
）
の
↓
浮
生
は
夢
の
如
し
」
等
を
踏
ま
え
た
表
現
。
　
○
兼
　
こ
の
字
は
「
か
ね
て
」
と
訓
ず
る
が
、
そ
の
上
、
ま
た
の
意
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
の
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
、
前
も
っ
て
の
意
に
用
い
る
の
は
和
習
。
　
○
慢
游
　
気
ま
ま
に
遊
ぶ
。
も
と
は
『
尚
書
』
益
稜
に
見
え
る
語
。
　
○
蹄
休
　
本
来
の
居
場
所
に
帰
り
い
こ
う
。
訳
注
稿
川
「
偶
興
」
詩
の
語
釈
参
照
。
　
○
年
華
　
歳
月
。
　
○
荏
再
　
時
が
し
だ
い
し
だ
い
に
過
ぎ
て
ゆ
く
さ
ま
。
双
声
の
語
。
　
○
消
名
利
愁
　
酒
を
「
忘
憂
物
」
（
陶
淵
明
「
酒
を
飲
む
」
詩
二
十
首
其
七
）
、
「
蛸
憂
薬
」
（
白
居
易
「
酒
を
勧
一
一
九
一
二
〇
め
て
元
九
に
寄
す
」
詩
）
、「
蛸
愁
物
」
（
同
上
（
酒
に
対
す
）
詩
）
と
も
い
う
。
鎗
は
、
消
と
同
じ
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
休
・
愁
（
下
平
十
一
尤
）
。
起
句
は
踏
み
落
し
。
こ
の
定
め
な
き
世
は
夢
ま
ぼ
ろ
し
の
如
き
も
の
だ
と
か
ね
て
よ
り
知
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
俗
世
間
の
巾
を
ふ
ら
つ
い
て
己
が
居
場
所
に
ま
だ
帰
ら
ず
に
い
る
。
歳
月
は
ゆ
る
ゆ
る
と
過
ぎ
て
ゆ
き
、
頭
中
雪
の
よ
う
に
真
白
け
だ
が
、
名
利
の
愁
い
を
消
す
酒
と
い
う
強
い
味
方
が
い
て
く
れ
る
。
自
適
好
レ
學
耽
レ
詩
愛
レ
酒
　
翁
。
蕭
然
　
環
堵
「
心
融
。
身
浮
二
名
利
是
非
外
一
。
楽
在
二
春
秋
風
月
中
一
自
適
　
　
　
　
　
〈
学
を
好
み
詩
に
耽
り
酒
を
愛
す
る
翁
ノ
　
蕭
然
た
る
環
堵
　
▽
心
融
す
　
／
　
身
は
名
利
是
非
の
外
に
浮
ん
で
　
／
　
楽
し
み
は
春
秋
風
月
の
中
に
在
り
○
自
適
　
自
ら
の
心
の
ま
ま
に
楽
し
む
。
　
○
好
學
云
々
　
白
居
易
の
「
詩
酒
琴
の
人
、
例
と
し
て
薄
命
多
し
」
云
々
と
題
す
る
詩
に
「
琴
を
愛
し
酒
を
愛
し
詩
を
愛
す
る
客
」
と
あ
る
の
と
類
似
し
た
言
い
方
。
　
○
蕭
然
環
躇
　
さ
び
し
く
あ
れ
は｛
て
た
わ
び
住
ま
い
。
陶
淵
明
の
「
五
柳
先
生
伝
」
（
『
古
文
真
宝
』
後
集
）
に
「
環
堵
蕭
然
と
し
て
風
日
を
蔽
は
ず
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
な
お
、
堵
は
、
堵
の
脱
字
。
上
文
の
環
に
引
か
れ
て
玉
へ
ん
に
誤
っ
た
の
だ
ろ
う
。
環
堵
は
、
一
丈
四
方
の
小
さ
な
室
。
　
O
T
心
融
　
心
全
体
が
の
び
や
か
で
あ
る
。
　
○
春
秋
風
月
　
春
風
秋
月
と
同
じ
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
翁
・
融
・
中
（
上
平
一
東
）
学
問
を
好
み
詩
作
に
耽
り
酒
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
こ
の
翁
、
さ
び
し
く
あ
れ
は
て
た
わ
び
住
ま
い
で
も
心
の
中
は
全
く
の
び
や
か
で
ご
ざ
る
。
わ
が
身
を
ば
名
利
や
是
非
の
埓
外
に
浮
か
べ
、
楽
し
み
は
春
風
秋
月
の
中
。
清水春流 『桑名百詠』訳注稿　困
ノ
　
　
　
　
　
ヲ
被
レ
咲
二
遠
游
一
二
十
年
前
音
羽
湯
。
遠
游
を
咲
は
る
三
五
盃
後
鴨
河
流
。
危
レ
盲
峻
レ
　
節
弄
二
雲
水
一
。
二
十
年
前
　
立日
羽
の
湯
　
／
　
三
五
盃
の
後
　
鴨
河
の
流
れ
　
／
　
言
を
危
う
し
節
を
峻
う
し
て
雲
水
を
弄
び
　
／
　
安
楽
無
為
　
遠
游
を
笑
は
ん
○
被
咲
　
本
来
は
受
身
表
現
で
人
か
ら
笑
わ
れ
る
と
い
う
意
だ
が
、
こ
こ
で
は
自
発
の
意
に
誤
っ
て
用
い
た
か
。
咲
は
、
笑
と
同
じ
。
　
○
二
十
年
前
　
春
流
は
四
十
代
の
一
時
期
、
京
都
に
止
住
し
た
こ
と
が
あ
る
。
前
出
「
昔
在
二
京
師
一
看
二
花
乎
西
山
ブ
今
屏
二
燧
於
久
波
奈
い
賞
二
海
辺
月
一
吟
レ
詩
娯
レ
心
」
詩
の
語
釈
参
照
。
　
○
音
羽
爆
　
当
時
、
京
都
に
「
音
羽
の
滝
」
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
清
水
奥
之
院
、
山
科
、
比
叡
山
の
三
箇
所
に
あ
っ
た
が
、
こ
こ
は
そ
の
う
ち
、
比
叡
山
に
登
る
雲
母
坂
（
具
、
）
の
雲
母
寺
そ
ば
の
音
羽
川
の
渓
流
中
に
あ
っ
た
滝
を
指
す
か
。
春
流
が
敬
慕
し
た
石
川
丈
山
（
一
五
八
三
～
二
八
七
二
）
に
「
天
台
の
麓
に
登
り
て
音
羽
の
爆
を
観
る
」
詩
（
『
覆
醤
集
』
巻
上
、
『
新
編
覆
醤
集
』
巻
二
）
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
滝
は
後
に
崩
落
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
秋
里
離
島
『
都
名
所
図
会
』
巻
三
、
比
叡
山
延
暦
寺
一
乗
止
観
院
の
条
に
「
む
か
し
滝
あ
り
て
比
叡
山
音
羽
滝
と
い
ふ
。
今
は
山
崩
れ
て
滝
な
し
」
と
い
う
。
な
お
、
滝
（
瀧
）
字
は
、
本
来
、
急
流
を
い
い
、
そ
れ
を
爆
布
・
飛
泉
の
「
た
き
」
の
意
に
あ
て
て
用
い
る
の
は
、
わ
が
国
の
用
法
。
　
○
三
五
盃
云
々
　
三
五
は
、
少
し
ば
か
り
、
わ
ず
か
の
意
。
鴨
河
は
、
鴨
川
の
漢
語
的
表
現
。
こ
の
句
は
、
わ
ず
か
な
水
量
の
水
源
か
ら
発
し
た
渓
流
が
や
が
て
大
き
な
鴨
川
の
流
れ
と
な
る
と
い
う
意
か
。
三
五
盃
で
濫
腸
の
意
に
解
し
て
お
く
。
　
○
危
言
　
言
葉
を
高
尚
に
七
、
俗
に
従
わ
な
い
。
『
論
語
』
憲
問
篇
に
「
邦
に
道
有
る
、
言
を
危
号
う
し
行
を
危
う
す
」
と
あ
り
、
朱
熹
の
集
註
に
「
危
は
、
高
峻
な
り
」
と
。
　
○
峻
節
　
高
く
節
義
を
持
す
る
。
『
文
選
』
巻
五
十
七
、
顔
延
之
の
「
陶
徴
士
の
誄
」
に
「
巣
高
の
抗
行
、
夷
行
の
峻
節
」
と
。
　
○
弄
雲
水
　
弄
は
、
賞
玩
す
る
。
雲
水
は
。
コ
ー一
コ
ーニ
雲
と
水
、
行
雲
流
水
。
例
え
ば
、
白
居
易
の
「
余
杭
自
T
」
り
帰
り
て
淮
口
に
宿
し
て
作
す
」
詩
に
「
行
行
　
雲
水
を
弄
し
、
歩
歩
　
郷
国
に
近
づ
く
」
と
。
○
無
焉
　
人
為
を
排
し
さ
か
し
ら
を
用
い
ぬ
こ
と
。
無
為
自
然
は
老
荘
の
教
え
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
流
・
游
（
下
平
十
一
尤
）
。
起
句
は
踏
み
落
し
。
二
十
年
前
に
音
羽
の
滝
に
遊
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
酒
盃
三
杯
か
五
杯
ほ
ど
の
わ
ず
か
な
分
量
の
水
源
か
ら
発
し
た
渓
流
が
や
が
て
鴨
川
の
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
た
。
言
葉
を
高
尚
に
し
節
義
を
固
く
持
し
て
行
雲
流
水
を
賞
で
て
い
る
今
で
は
、
安
楽
無
為
の
日
々
を
送
っ
て
お
り
、
そ
の
昔
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
ま
で
遊
ん
だ
こ
と
を
笑
い
た
い
気
分
だ
。
同
同
居
シ
テ
　
　ヲ
　
　
　
　
　
二
二
居
塵
俗
一
不
レ
同
レ
心
○ ヲ
居
是
同
ヶ
レ
ト
モ
レ
ニ
　
　
　
ハ
　
　
　
ム
塵
心
楽
レ
深
。
翠
辰
蕩
レ
波
天
1
　レ
雪
。
ト
シ
テ
ノ
ゾ
ム
　
　
　
　
　
ニ
釣
翁
行
街
　
眺
二
清
溥
一
同
居
居
を
塵
俗
に
同
じ
う
し
て
　
心
を
同
じ
う
せ
ず
　
／
　
居
は
是
れ
塵
に
同
じ
け
れ
ど
も
　
心
は
深
を
楽
し
む
　
／
　
翠
辰
天
に
雪
を
醍
す
　
／
　
釣
翁
　
桁
街
と
し
て
清
溥
に
眺
む
波
を
蕩
か
し
○
同
居
塵
俗
・
同
塵
　
『
老
子
』
第
四
章
に
「
其
の
光
を
和
げ
て
其
の
塵
に
同
じ
う
す
」
と
あ
り
、
王
弼
の
注
に
「
其
の
光
を
和
げ
て
其
の
体
を
汚
さ
ず
、
塵
に
同
じ
う
し
て
其
の
真
を
楡
（
作
）
ず
」
と
い
う
。
か
か
る
生
き
方
が
多
少
な
り
と
も
意
識
さ
れ
て
い
よ
う
。
　
○
楽
深
　
幽
深
の
境
地
を
楽
し
む
。
あ
ま
り
熟
さ
ぬ
言
い
方
。
　
○
翠
辰
　
盛
上
っ
て
み
え
る
水
面
。
　
○
蕩
波
　
波
立
つ
。
　
○
天
酷
雪
　
今
に
も
雪
が
降
っ
て
来
そ
う
な
空
模
様
。
雪
も
よ
い
。
南
宋
・
陳
与
義
の
「
唐
希
雅
の
寒
江
の
図
を
画
け
る
に
題
す
」
詩
に
「
江
頭
雲
黄
に
し
て
天
　
雪
を
醒
す
」
と
。
　
○
街
行
　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
さ
ま
。
釣
翁
の
様
子
と
と
も
に
川
の
流
れ
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
さ
ま
を
い
う
。
　
○
清
溥
　
溥
は
、
水
涯
、
み
ぎ
わ
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
心
・
深
・
溥
（
下
平
十
二
侵
）
清水春流 『桑名百詠』訳注稿　耐
住
ま
い
を
塵
俗
の
中
に
お
い
て
い
る
が
、
心
ま
で
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
住
ま
い
は
俗
塵
の
中
に
あ
る
が
、
心
は
幽
深
の
境
地
を
楽
し
ん
で
い
る
。
水
面
は
波
立
ち
空
は
雪
も
よ
同
遊
楽
レ
春
ヲ
シ
ム
　
　
　ヲ
緩
吟
愛
レ
日
遅
遅
ヲタ
ル
い
。
岸
辺
で
は
年
老
い
た
釣
人
が
ゆ
っ
た
り
と
河
口
を
な
が
め
て
日
。
徐
歩
游
レ
春
寂
寂
　
春
イ
白
水
青
山
多
二
好
景
　
0傍
レ
花
隨
レ
柳
太
平
人
い
る
。
同
に
遊
ん
で
春
を
楽
し
む
緩
吟
　
日
を
愛
し
む
　
遅
遅
た
る
日
　
／
　
徐
歩
　
春
に
遊
ん
で
　
寂
寂
た
る
春
　
／
　
白
水
青
山
　
好
景
多
し
　
／
　
花
に
傍
ひ
柳
に
随
ふ
太
平
の
人
○
緩
吟
　
ゆ
る
や
か
に
詩
を
吟
ず
る
。
　
○
愛
日
　
過
ぎ
ゅ
く
日
を
惜
し
む
。
　
○
遅
遅
　
日
の
長
い
さ
ま
。
『
詩
経
』
幽
風
・
七
月
に
「
春
日
遅
遅
た
り
」
と
。
　
○
徐
歩
　
の
ん
び
り
歩
く
。
　
○
寂
寂
　
ひ
っ
そ
り
と
し
た
さ
ま
。
例
え
ば
、
杜
甫
の
「
1
　
城
県
の
香
積
寺
の
官
閣
」
詩
に
「
小
院
回
廊
　
春
寂
寂
」
と
。
　
○
白
水
青
山
　
白
く
輝
く
水
と
青
々
と
し
た
山
。
杜
甫
の
「
常
徴
君
忙
寄
す
」
詩
に
「
白
水
青
山
空
し
く
復
だ
春
な
り
」
と
。
　
○
傍
花
隨
柳
　
花
の
下
を
通
り
柳
に
沿
う
て
歩
く
。
『
書
言
故
事
大
全
』
巻
十
、
時
令
類
に
「
傍
花
随
柳
」
の
項
を
掲
げ
、
北
宋
・
程
伯
淳
（
願
）
の
「
春
日
偶
成
」
詩
を
引
く
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
春
・
人
【
上
平
十
】
真
）
。
起
句
は
踏
み
落
し
。
ゆ
る
や
か
に
詩
を
吟
じ
の
ど
か
に
過
ぎ
て
ゆ
く
時
を
い
う
く
し
ん
で
い
る
。
の
ん
び
り
散
歩
し
て
静
ま
り
か
え
っ
た
春
の
一
日
を
遊
ん
で
廻
る
。
白
く
き
ら
め
く
水
面
や
青
々
と
し
た
新
緑
の
山
な
ど
す
ば
ら
し
い
景
色
が
多
く
、
花
の
下
を
め
ぐ
り
柳
に
沿
う
て
存
分
に
天
下
太
平
の
春
を
楽
し
ん
で
い
る
。
リ
ニ
　
　
フ
掲
　
憂
一
一
一
一
一一
テ
　
　
　
ヲ
　
　
　
フ
聞
レ
道
養
レ
し
き
掲
ヲ
　
　モ
偉
人
亦
稀
り
に
憂
ふ
ナ
O リ
ヌ
カ
ン
ト
ス
　
　
　
　
ヲ
虎
皮
羊
質
腕
二
　
儒
衣
一
。
掲
憂
幽
獣
蒲
團
穏
ナ
○ リ
竹
外
鐘
鳴
夕
照
微
コ
ー
四
道
を
聞
き
て
真
を
養
ふ
人
も
亦
だ
稀
な
り
　
／
　
虎
皮
羊
質
　
儒
衣
を
脱
が
ん
と
す
　
／
　
悟
り
に
憂
ふ
　
幽
黙
　
蒲
団
穏
か
な
り
　
／
竹
外
　
鐘
鳴
り
て
　
夕
照
微
か
な
り
○
聞
道
　
『
論
語
』
里
仁
篇
に
「
朝
に
道
を
聞
か
ば
、
夕
に
死
す
と
も
可
な
り
」
と
。
○
養
箕
　
自
然
に
随
順
し
た
、
真
実
で
素
朴
な
本
性
を
養
う
。
『
文
選
』
巻
二
十
六
、
陶
淵
明
の
「
辛
丑
の
歳
七
月
仮
（
≒
）
に
赴
き
て
還
ら
ん
と
し
て
江
陵
よ
り
、
夜
、
塗
口
に
行
く
」
詩
に
「
真
を
衡
茅
の
下
に
養
ひ
、
庶
（
幣
）
く
は
善
を
以
て
自
ら
名
づ
け
ん
」
と
。
な
お
、
真
は
、
道
家
思
想
に
お
い
て
高
い
価
値
を
有
す
る
語
。
　
○
虎
皮
羊
質
　
外
見
は
勺
っ
ぱ
で
も
実
質
の
伴
わ
な
い
こ
と
。
見
か
け
倒
し
。
『
法
言
』
五
に子
篇
に
「
羊
質
に
し
て
虎
皮
、
草
を
見
て
説
（
湾
）
び
、
豺
（
討
）
を
見
て
戦
（
心
。
）
く
」
と
。
　
○
儒
衣
　
儒
者
の
衣
服
。
　
○
幽
獣
　
ひ
っ
そ
り
と
し
て
物
音
一
つ
し
な
い
。
『
楚
辞
』
九
章
・
懐
沙
に
「
胸
（
弓
）
け
ど
杏
杏
た
り
、
孔
（
≒
）
だ
静
か
に
幽
黙
な
り
」
と
。
○
蒲
團
　
僧
が
座
禅
の
際
に
用
い
る
が
ま
の
葉
で
編
ん
だ
円
形
の
し
き
も
の
。
円
座
。
例
え
ば
、
晩
唐
の
詩
僧
、
斉
己
の
「
黙
坐
」
詩
に
「
冥
心
坐
し
て
睡
る
蒲
団
穏
か
な
り
」
と
。
　
○
夕
照
　
夕
映
え
。
夕
焼
け
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
稀
・
衣
・
微
（
上
平
四
微
）
道
を
聞
い
て
自
然
に
随
順
し
た
真
な
る
生
き
方
を
大
事
に
し
よ
う
と
す
る
人
は
、
や
は
り
め
っ
た
に
い
な
い
の
だ
。
外
見
が
り
っ
ぱ
で
虎
の
皮
の
よ
う
で
も
中
味
が
羊
の
如
き
見
か
け
倒
し
な
ら
、
い
っ
そ
儒
者
の
服
な
ど
脱
い
で
し
ま
お
う
。
あ
れ
や
こ
れ
や
と
し
き
り
に
憂
い
て
押
し
黙
っ
た
ま
ま
円
座
に
す
わ
っ
て
い
る
。
い
つ
し
か
竹
叢
の
向
う
か
ら
人
相
の
鐘
が
聞
こ
え
夕
映
え
が
微
か
に
な
っ
て
ゆ
く
。
木
曾
枝
木
曾
桟
名
聞
二
天
下
一
一
一
。
地
勢
環
レ
山
又
続
レ ル
1野
○ヲ
峨
蝶
崔
鬼
噫
危
乎
。
駿
駿
　
謳
－
アレ
ヲ
　
　
　
ル
　
　
　
　
　
　
で
虚
騎
二
痩
馬
一
清水春流『桑名百詠』訳注稿　困
木
曽
の
桟
木
曽
の
桟
　
名
　
天
下
に
聞
ゆ
　
／
　
地
勢
虚
を
謳
み
て
痩
馬
に
騎
る
山
を
環
り
　
又
だ
野
を
続
る
　
／
　
峨
噪
崔
鬼
噫
危
い
か
な
　
ノ
　
政
談
と
し
て
○
木
曾
枝
　
信
濃
国
上
松
宿
と
福
島
宿
と
の
間
に
あ
っ
た
桟
道
。
ち
な
み
に
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
刊
の
寺
島
良
安
『
和
漢
三
才
図
絵
』
巻
六
十
八
、
信
濃
め
条
に
、「
木
曽
桟
」
の
項
を
掲
げ
、
「
木
曽
路
山
川
自
二
両
岨
一
掛
二
渡
之
一
。
昔
桟
用
二
藤
蔓
一
縛
レ
板
、
以
二
大
鉄
鎚
一
為
レ
桁
〇ト
近
頃
如
二
　
尋
常
橋
一
、
而
無
一
橋
杭
一
耳
」
と
い
う
。
　
○
峨
喋
崔
鬼
　
蜀
の
桟
道
の
険
難
を
詠
じ
た
李
白
の
「
蜀
道
難
」
（
『
古
文
真
宝
』
前
集
）
に
「
剣
閣
睡
蝶
と
し
て
崔
鬼
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
睡
喋
は
、
高
く
そ
び
え
立
つ
さ
ま
。
畳
韻
の
語
。
崔
鬼
は
、
岩
石
の
ご
つ
ご
つ
し
た
さ
ま
。
畳
韻
の
語
。
　
○
噫
危
乎
　
李
白
の
「
蜀
道
難
」
に
「
噫
于
戯
（
n
）
危
い
乎
（
作
）
高
い
哉
」
と
。
噫
于
戯
は
、
驚
き
嘆
く
声
。
　
○
駿
睦
　
行
走
の
さ
ま
。
『
文
選
』
巻
二
、
張
衡
の
「
西
京
の
賦
」
に
「
大
雀
は
片
親
」
、
杜
甫
の
「
章
左
丞
に
贈
る
」
詩
（
『
古
文
真
宝
』
前
集
）
に
「
焉
（
い
づ
）
ん
ぞ
能
く
心
快
快
た
ら
ん
、
祇
I
だ
是
れ
走
っ
て
跨
錆
た
り
」
と
。
こ
こ
で
は
、
お
っ
か
な
び
っ
く
り
進
む
様
子
を
い
う
。
　
○
謳
虚
　
虚
空
を
踏
み
行
く
。
『
文
選
』
巻
十
一
、
孫
緯
の
「
天
台
山
に
遊
ぶ
賦
」
に
「
応
真
は
錫
を
飛
ば
し
て
以
て
虚
を
謳
言
む
」
と
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
下
・
野
・
馬
（
上
平
二
十
一
馬
）
木
曽
の
か
け
は
し
、
そ
の
名
は
天
下
に
聞
こ
え
て
い
る
。
け
わ
し
い
地
勢
が
山
を
め
ぐ
り
野
を
と
り
ま
い
て
い
る
。
高
く
そ
び
え
岩
は
ご
つ
ご
つ
、
あ
あ
危
い
こ
と
よ
、
痩
せ
馬
に
ま
た
が
り
お
ず
お
ず
と
虚
空
を
踏
み
わ
け
て
ゆ
く
。
奎
ニ テ
ヲ
　
　
サ
ン
　
　
　
　
ヲ
浩
気
一
過
二
一
生
一
ニ
　
　
　
テ
　
　
　
ニ
　
　
　
ル
隨
レ
縁
任
レ
運
送
゜
除
秋
一
。
只
是
鯛
レ
塵
浩
気
を
養
っ
て
一
生
を
過
さ
ん
－
一
郎
二
俗
流
一
。
養
二
得
浩
然
天
地
気
づ○
吟
シ
　
　
　ニ
　
　
　テ
　
　
　ニ
レ
山
歌
レ
水
興
悠
悠
コ
ー五
一
一
一
t ．
ノ ＼
縁
に
随
ひ
運
に
任
せ
て
余
秋
を
送
る
　
／
　
只
だ
是
れ
塵
に
触
れ
て
俗
流
に
即
か
ん
　
／
　
浩
然
天
地
の
気
を
養
ひ
得
て
　
／
　
山
に
吟
じ
水
に
歌
ひ
て
興
悠
悠
○
養
浩
気
　
浩
然
の
気
を
養
う
。
天
地
の
間
に
充
満
し
て
い
る
至
大
至
剛
の
気
を
自
ら
の
も
の
と
す
る
。
『
孟
子
』
公
孫
丑
篇
上
に
「
我
れ
善
く
吾
が
浩
然
の
気
を
養
ふ
」
と
。
　
○
隨
縁
　
仏
教
語
。
あ
る
が
ま
ま
の
条
件
に
順
応
し
つ
つ
生
き
る
こ
と
。
例
え
ば
、
寒
山
詩
に
「
平
生
何
の
憂
ふ
る
所
ぞ
、
此
の
生
は
縁
に
随
っ
て
過
ご
す
」
と
。
　
○
任
運
　
自
然
の
ま
ま
に
任
せ
る
こ
と
。
禅
家
の
自
在
な
随
縁
の
境
地
を
い
う
。
こ
れ
も
寒
山
詩
に
用
例
が
あ
る
。
　
○
諦
秋
　
晩
秋
。
転
じ
て
余
生
を
い
う
。
　
○
只
是
　
ひ
た
す
ら
…
ば
か
り
。
　
○
鯛
塵
　
俗
世
間
と
接
触
す
る
。
　
○
俗
流
　
凡
俗
。
　
○
吟
山
歌
水
　
吟
歌
山
水
と
同
じ
。
白
居
易
の
「
郡
斎
に
留
題
す
」
詩
に
「
山
に
吟
じ
水
に
歌
ひ
て
風
月
を
嘲
叶
る
」
と
。
　
○
興
悠
悠
　
尽
せ
ぬ
興
趣
が
あ
る
。
○
七
言
絶
句
　
韻
字
　
秋
・
流
・
悠
（
下
平
十
一
尤
ブ
あ
る
が
ま
ま
な
り
ゆ
き
ま
か
せ
で
余
生
を
送
る
。
た
だ
市
塵
の
中
に
あ
っ
て
俗
人
輩
と
一
緒
に
暮
ら
す
ば
か
り
だ
。
さ
れ
ど
、
浩
然
た
る
天
地
の
気
を
養
い
、
山
水
を
吟
詠
し
て
な
が
な
が
と
興
趣
は
尽
き
ぬ
。
桑
名
頁
詠
詩
章
終
前
稿
【
訳
注
稿
俐
】
補
訂
1
0
5
頁
1
6
行
　
○
迷
津
の
項
に
追
加
。
初
唐
・
王
勃
の
「
膝
王
閣
の
序
」
（
『
古
文
真
宝
』
後
集
）
に
「
珂
艦
　
津
に
迷
ふ
、
青
雀
黄
龍
の
軸
あ
り
」
と
。
（
誤
）
　
　
　
　
（
正
）
1
0
7
頁
1
行
　
第
宇
↓
茅
宇
1
0
7
頁
4
行
　
○
弟
宇
の
項
を
以
下
の
如
く
改
む
。
か
や
ぶ
き
の
家
。
隠
者
の
住
ま
い
を
い
詩
四
首
其
一
に
「
野
客
茅
宇
を
思
ひ
、
山
人
竹
林
を
愛
す
」
と
。
つ
。
弟
は
、
茅
の
庶
字
。
例
え
ば
、
初
唐
・
王
勃
の
「
李
十
四
に
贈
る
」
1
0
7
頁
7
行
　
○
百
自
由
の
項
に
追
加
。
例
え
ば
、
金
・
王
若
虚
の
「
淵
明
帰
去
来
の
図
」
詩
（
『
錦
繍
段
』
）
に
「
微
官
を
拠
却
し
て
百
自
由
」
と
。
1
0
7
頁
9
行
　
屋
敷
は
↓
か
や
ぶ
き
の
家
を
1
0
8
頁
4
行
　
虚
心
坦
壊
↓
虚
心
坦
懐
耐
　
1
0
8頁
1
1
1
　
H
行
虚
心
坦
壊
↓
虚
心
坦
懐
清水春流 『桑名百詠』訳注稿
m
頁
1
0行
　
唐
僻
の
俗
語
↓
六
桁
以
来
の
俗
語
m
頁
8
行
　
○
肘
映
紅
↓
○
艇
映
紅
m
頁
1
5
行
　
高
く
そ
び
て
立
つ
さ
ま
↓
高
く
そ
び
え
立
つ
さ
ま
。
高
橋
良
行
氏
御
指
摘
。
（
誤
）ミ
ナ
　
　
　
　
　
　
（
誤
）
　
　
　
　リ
　
　
　
　
　
　ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
）ミ
ナ
　
　
　
　
　
　
（
正
）
　
　
　
　リ
　
　
　
　
ノ
m
頁
8
行
　
魚
鱗
鳥
清
骨
天
機
。
翼
時
有
レ
味
弟
管
月
　
0↓
魚
鱗
鳥
翼
貴
天
機
。
清
時
有
レ
抹
弟
管
月
。
高
橋
良
行
氏
御
指
摘
。
m
百
］
1
0
行
　
第
だ
管
の
月
↓
茅
管
の
月
m
頁
1
5
行
　
○
弟
、
○
管
月
の
項
を
削
除
し
、
以
下
の
如
く
改
む
。
○
茅
管
　
か
や
ぶ
き
の
軒
。
茶
は
、
茅
の
比
字
。
1
2
6
頁
1
7
行
○
賓
存
英
上
人
の
項
に
つ
い
で
項
目
追
加
。
○
憚
熟
・
詩
熟
　
元
・
方
回
の
「
天
隠
註
三
体
詩
序
」
に
「
近
ご
ろ
高
安
の
沙
門
至
天
隠
、
乃
ち
大
コ
ー七
コ
ー八
魁
の
姚
公
勉
の
猶
子
な
り
。
聡
達
博
噂
に
し
て
、
禅
熟
し
、
文
熟
し
、
詩
熟
せ
り
」
と
。
1
2
7
頁
1
7
行
　
釣
虚
の
二
字
を
補
う
。
1
2
8
頁
9
行
　
寛
文
三
年
↓
寛
永
三
年
説
百
Y
行
　
○
一
巻
経
の
項
に
追
加
。
『
易
』
の
こ
と
。
北
宋
・
王
萬
傅
の
「
黄
州
竹
楼
記
」
（
『
古
文
真
宝
』
後
集
）
に
「
手
に
周
易
一
巻
を
執
り
、
香
を
焚
き
て
獣
坐
し
、
世
慮
を
逍
遣
す
」
と
。
1
3
2
頁
1
行
　
○
青
春
客
の
項
に
追
加
。
な
お
、
こ
の
語
と
次
句
の
「
白
髪
翁
」
と
を
対
偶
表
現
に
し
た
例
と
し
て
、
北
米
・
部
康
節
（
雍
）
の
「
再
び
洛
陽
に
到
る
」
詩
（
『
聯
珠
詩
格
』
巻
三
）
に
「
当
年
曽
て
是
れ
青
春
の
客
、
今
日
重
ね
て
来
た
る
白
髪
の
翁
」
と
み
え
る
。
1
3
5
頁
5
行
　
○
酔
郷
（
）郷
は
↓
酔
郷
I
）郷
は
1
3
5
頁
1
7
行
　
老
ひ
て
↓
老
い
て
1
3
7
頁
9
行
　
『
新
唐
書
』
巻
一
四
三
、
元
結
伝
の
後
に
、
『
唐
才
子
伝
』
巻
三
を
補
う
。
1
3
7
頁
い
1
1
行
　
『
新
唐
書
』
巻
一
二
五
、
張
説
伝
の
後
に
、
『
唐
才
子
伝
』
巻
一
を
補
う
。
1
3
9
頁
9
行
　
○
三
寸
舌
の
項
に
追
加
。
ち
な
み
に
、
延
宝
九
年
三
月
刊
『
難
波
百
絶
』
所
収
の
「
雑
詠
」
其
十
七
に
も
「
平
生
能
く
六
人
の
口
を
養
ふ
、
経
伝
士
二
　
吾
が
舌
耕
」
と
あ
り
、
こ
の
詩
と
同
様
の
感
慨
を
述
べ
て
い
る
。
1
4
0
頁
6
行
　
○
暗
去
明
来
の
項
に
追
加
。
な
お
、
『
難
波
百
絶
』
所
収
の
「
雑
詠
」
其
十
九
に
も
「
暗
去
明
来
　
箭
の
疾
き
が
如
し
」
と
。
前
々
稿
【
訳
注
稿
困
】
補
訂
8
0頁
7
行
目
　
○
武
陵
の
項
に
追
加
。
ち
な
み
に
、
市
古
夏
生
「
清
水
春
流
に
つ
い
て
I
付
略
年
譜
」
に
「
明
暦
年
間
（
一
六
五
五
～
二
八
五
八
）
江
戸
に
清水春流『桑名百詠』訳注稿　困
89
頁
1
0行
目
在
住
か
」
と
い
つ
○
○
幅
巾
の
項
に
追
加
。
下
文
の
巾
菊
杖
　
疎
簸
に
立
つ
」
と
。
「
蓼
杖
」
と
連
用
し
た
例
と
し
て
、
南
宋
・
陳
与
義
の
「
晩
に
信
道
が
竹
林
の
辺
に
立
つ
を
望
む
」
詩
に
¬幅
コ
ー九
